
論

説
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
証
明
責
任

1

一
つ

の
試

論

的

考

察
1
1
ー

萩

原

金

美

「
裁
判
官

は
神
通
力
を
持

っ
て

い
な

い
。
平
凡
な

人
間

が
考
え

て
も
、
有

罪
で
あ

る

こ

と

に
疑

い
の
な

い
犯
罪
を
処
罰
す

る
程
度

で
、
社
会

一
般

は
満

足
す

べ
き
で
は
な

い

か
。
神

の
眼

で
観
れ
ば
犯
人

で
あ

っ
て
も
、
平
凡
な
人
間

が
そ
れ
を
見
逃
す

こ
と
は
、

ホ

寧
ろ
、
そ

の
社
会

の
誇
り
1
1

と

で
き
な

い
も

の
だ
ろ
う

か
。
」
斎
藤
朔
郎

*
斎
藤

朔
郎

門事

実
認
定

論
」
『刑
事
訴

訟

法
論
集

』
(
一
九
六
五
、
有
斐

閣
。
初
出

は

一
九

五
二
)

一
〇

=
貝
か
ら
。

131

目

は
じ

め
に

六 五 四 三_

次

概
説

証
明
責
任

の
分
配

証
明
度

の
軽
減

主
観
的
証
明
責
任
、

準
主
張
責
任

む
す
ひ

証
拠
提
出
責
任
、
争
点

形
成
責
任

p
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本
稿
は
も
と
も

と

「主

張

.
証

明

の
法

理
」
と
仮

に
題
し
た
民
事
訴

訟
に
お
け

る
主
張

・
証
明
責
任
論
を
中
心

と
す

る
か
な
り
大
部

の

論
稿

の

一
部

と
し

て
書

か
れ
た
も

の
で
あ

る
。

こ
の
論
稿
全
体

が
完
成
す

る

の
は
も
う
少
し
先

に
な
る
し
、
本
稿

は
そ
れ
自
体

が
別
個

独

立

の
内
容

と
し

て
も
成

立
し
う

る
も

の
な

の
で
、
多
少

の
手
蔵
し
を
加
え

て
こ
こ
に
発
表
さ

せ
て

い
た
だ
く
次
第

で
あ
る
。
本

稿

の
主
眼

は
、
主

張

.
証
明
責
任
論

に
関
す

る
私
見

が
民
事
訴
訟

の
み
な
ら
ず

、
行
政
、
刑
事

の
訴

訟

に
お

い
て
も
基
本
的

に
通
用
す

る

こ
と
を
論

証
す

る

こ
と
に
あ
る

が

(行
政
訴
訟
に
つ
い
て
は
、
拙
稿

「行
政
訴
訟
に
お
け
る
主
張
・証
明
責
任
論
」
『成
田
頼
明
先
生
横
浜
国
立
大
学
退
官
記
念

国
際
化
時
代
の
行
政
と
法
』

二

九
九
三
、
良
書
並
日
及
会
)
所
収
を
参
照
)
、
本

稿

の
テ
ー

マ
に
関
連
す

る
か
ぎ
り

で
平
素

刑
事
訴

訟

(法
)
に

つ

い
て
考
え

て
い
た

こ
と
を
若
干
書

き
込
ん

で
あ

る
。

あ
る

い
は
刑
事
訴

訟
法
専
攻

で
な

い
者

の
放
言

に
類

す
る
部
分
も
あ

る
か
も
知
れ
な

い
。
忌
慨

の
な

い
御
批

判
、
御
教

示
を

賜
る

こ
と
が
で
き
れ

ば
幸

い
で
あ

る
。

概

ハ
ユ

い説

従
来
民
事
訴
訟

の
証

明
責
任

と
刑
事

訴
訟

の
そ
れ

と
は
あ

ま
り
関
係

が
な

い
考

に
考

え
ら
れ
て
き

た
と
思
わ
祉
罷
・
し

か
し
私
見

に

よ

れ
ば
後
述
す
る
よ
う

に
、
証
明
責
任

と
は
意
思
決
定

に
お
け

る
事
実
的
基
礎

が
不

明
確
な
場
合

に
お
け

る
危
険

の
引
受
け

の
問
題
な

の

で
あ

る
か
ら
、
基
本

的

に
は
両
訴

訟

に
お

い
て
同

一
の
問
題

と
し
て
扱
う

こ
と
が
で
き

る
。
も

と
よ
り
刑
事
訴

訟
に
お

い
て
証
明
責
任

が

民
事
訴
訟
と
著
し
糞

な
る
発
現
形
態
を

示
す

》
」
と
は

い
う
ま

で
も
な

い
(耀

そ

の
こ
と
を
念
頭
に
置
き
な

が
ら
・
箸

の
立
場
か
ら
す

る
刑
事
訴

訟

に
お
け

る
証

明
責
任

の
基
本
的

問
題

と
思
わ
れ

る
も

の
に

つ
い
て
若

干

の
検
討
を
し
て
み
た

い
。
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ま
ず
最
初

に
、
以
下

の
論
述

に
必
要
な

か
ぎ
り

で
証
明
責
任
論

に
関
す

る
私
見
を
説
明
し
て
お

こ
う
。
証

明
責
任
を
考
え

る
上

で

の
出

発
点

は
、
我

々
が
あ

る
意

思
決
定
を
す

る
場
合

に
、
そ

の
決
定
を
行
う

た
め

の
事
実
的
基
礎

が
不

明
確
な
と
き
に

(そ
う

い
う
場
合
は
決
し

て
少
な
く
な

い
。
む
し
ろ
そ
れ
が
通
例
で
あ
ろ
う
)
、
ど

の
よ
う

な

(ど
の
程
度

の
)
危
険
を
冒
す

か
、
ま

た
決
定

を
受
け

る
両
当
事
者

が
存

在

す

る
場
合

に
は
、
そ

の
危

険
を

ど
の
よ
う

に
当
事
者
間

に
分
配
す

る
か
、
そ
し

て
そ
の
基
準
は
何

か
、
と

い
う

こ
と
で
あ

る
。
し
た
が

っ

て
、
刑
事
手
続

に

つ
い
て

い
え
ば
、
捜
査
段
階

に
お
け

る
被
疑
事
実

に
関
す

る
証

明
責
任
も
考
え

る

こ
と

が
で
き
る
し
、

ま
た
考
え
る

ベ

ハ
る

レ

き

な

の
で
あ

る
。

と

こ
ろ

で
、

刑

事

訴

訟

の
証

明

責

任

の
民

事

訴

訟

と

の
大

き

な

相

違

は
、

無

罪
推

定

(I
D
P
R
)
の
原

則

の
帰

結

と

し

て
、

原

則

と

し

て
検

察

官

が
す

べ

て

の
法
律

事

実

(詳

し
く

は
後
述
)
に

つ

い
て
証

明
責

任

を
負

う

の

で
、

そ

の
分
配

の
問

題

が

ほ

と

ん

ど
生

じ

な

い
こ
と
、

　
ら

　

し

か
も

証

明
度

は
民

事

訴

訟
よ

り

も

は

る

か

に
高

度

の
も

の

(合
理
的
な
疑

い
を
超
え

る
証
明
、
筆
者

の
証
明
度

の
用
語

で

い
え
ば
原
則

と
し

て

"
明
白
性
"
の
程
度

の
証

明
)
が
要

求

さ

れ

る

こ
と

に
あ

る
。
こ
れ

は
近

代

法

に

お
け

る
基

本

原

理

の

一
つ
と

し

て

の
地

位

を

確

立

し

て
お

り
、

(
6

)

日
本
国
憲
法

の
も

と
で
も

明
文

の
規
定

は
な

い
け

れ
ど
も
、
憲
法
上

の
原
則

と
し
て
承
認

さ
れ
て

い
る
と

い
う

べ
き

で
あ

る
。

し
た
が

っ

て
、
特
段

の
合
理
的

理
由

が
存
し
な

い
以
h
、
法
律

の
規
定

を
も

っ
て
被
告

人

に
証
明
責
任
を
負

わ
せ
る

こ
と
は
違
憲

の
疑

い
を
生
ず

る

こ
と
に
な

る
。

ハ
　

セ

違
法
性
阻
却
事
由

・
責
任
阻
却
事

由
や
主
観
的
要
素

に

つ
い
て
は
被

告
人

に
証
明
責
任

を
負

わ
せ
る
説
も
あ

る
が
、
通
説
は
正
当

に
も

ピ
8

)

、

反
対

で
あ

る
。

明
文
規
定
を
も

っ
て
す
ら
特

段

の
理
由

が
な

い
か
ぎ
り
被

告
人

に
証
明
責
任
を
分

担
さ
せ
る

こ
と
が
許

さ
れ
な

い
の
で
あ

(
9

}

る
か
ら
、
解
釈

に
よ
る
証

明
責
任

の
転
換

や

こ
れ
と
同

一
の
結

果
を
も
た
ら
す

解
釈

に
よ
る
法
律

上

の
推
定
を
認

め
る
余
地

は
も
ち
ろ
ん

な

い
と

い
う

べ
き

で
あ

る
。
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(
1
)

証
明
責
任

を
意

味
す

る
用
語
と
し
て
刑
事
訴

訟
法
学

で
は

一
般

に

(実
質
的
)
挙
証
責
任

と

い
う
言
葉

が
用

い
ら
れ

て

い
る
。
客
観
的
挙
証
責
任
、
説

得

の
責
任

と

い
う
用
語

も
同
意
義

に
使

わ
れ
て

い
る

(松
尾
浩
也

「
挙

証
責

任
」
証
拠
法
大
系

1

(
一
九
七
〇
、
日
本
評
論
社

)
四
九
頁
)
、
な
お
斎
藤
博

L
は
、
確
証
責

任
と

い
う

言
葉

を
用

い
る
が

(斎
藤
朔
郎

「
事
実
認
定
論
」
同

『刑
事
訴

訟
論
集
』

二

九
六
五
、
有
斐
閣
。
初
出

は

]
九
五
二
)
二

一
頁
)
、

こ
れ
は
追
随
者

を
見
出

だ

せ
な
か

っ
た
よ
う

で
あ
る
。
以
下
、
本
稿

で
は
証
明
責
任

と

い
う
語

で

一
貫
す

る
。

(
2
)

村
井
敏
邦

「
挙
証
責
任

と
推
定
」
刑
事
訴

訟
法

の
争
点

(新
版
)
・
ジ

ュ
リ

ス
ト
増
刊

二

九
九

一
)

一
九
〇
頁
参
照
、
も

っ
と
も
、
松
尾
浩
也

「
刑
事

訴

訟
に
お
け

る
挙
証
責
任

」
上
智
法
学
論
集

一
巻

一
号

(
一
九
粍
七

)
ニ
ゴ
.六
頁
以
ド
、
占
村
徳
重

「
刑
事
訴
訟

に
お
け
る
形
式
的
挙
証
責
任

の
意
義

」

法

政
研
究

二
四
巻

二
号

(
一
九
丘

し
)

。
一
二
七
頁
以

下
は
、
ド
イ

ツ
民
事

訴
訟
法
学

の
証
明
責
任
論

に
詳
細

に
言
及
し
て

い
る
。

(
3
)

し
か
し
田
刑
事
訴

訟
法

ド
、
職
権
主
義

と
実
体
的
真
実
主
義
を

理
由

と
し
て
証

明
責
任

の
存
在
を
否
定
し

た
通
説

は
誤
り
と

い
う

べ
き

で
あ
る
。
斎
藤

博

士
は

つ
と
に

こ
の

こ
と
を
明
確

に
指
摘
し

て

い
る

(斎
藤

・前

掲
二
六
-

七
頁
)
。
ド
イ

ツ
で
は
今

日
で
も
刑
事
訴

訟

の
分
野

で
は
証
明
責

任
は
ほ
と
ん

ど
展
開

さ
れ
な

い
と

い
う

(田
宮
裕

『刑
事
訴

訟
法
』

.
九
九

二
、
有

斐

閣
)

二
九
ヒ
頁
)
。

こ
の
こ
と
は
我

が
国

の
刑
事
訴

訟
法
学

に
お
け

る
証
明
責
任
論

が
英
米
法

と
く

に
ア

メ
リ
カ
法

の
そ
れ

に
傾
斜
し

て
ゆ
く

一
つ
の
大
き
な
要
因

を
成

し

た
と
推
測

さ
れ
る
。

そ

の
結
果
、
我

が
国

の
証

明
責
任
論

は
民
事
訴
訟
法

で
は
ド
イ

ツ
法

の
、
刑
事

訴
訟

で
は
ア
メ
リ
カ
法

の
そ
れ
ぞ
れ
圧
倒
的
影
響
を

受
け

た
も

の
に
な

っ
て
し

ま

い
、
統

一
的

に
理
解
す

る
の
が
す

こ
ぶ
る
困
難

で
あ

る
。

こ
れ
は
証

明
責
任
論

の
実
務
的
重
要
性

に
か
ん
が
み
、
我

が
国

の

訴

訟
実
務

(家
)

に
と

っ
て
茜

だ
不
幸
な

こ
と
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

な
お
、
現
行
法

の
下

で
も
検
察
官

が
す

べ
て
の
事
実

に

つ
い
て
証
明
責
任
を
負
う
以
上
、
証

明
責

任
と

い
う
概
念
を
認

め
る
必
要
が
な

い
と
す

る
も

の

に
依

田
敬

一
郎

「
刑
事
訴

訟
に
お
け

る
立
証

の
必
要
』

二

九
七
七
、
高

干
穂
書

房
)

が
あ

る

(六

一
-

二
頁
)
。
同
書

は
弁
護
士

で
あ
る
著
者

が
実
務
家

の
立
場

か
ら
証

明
責
任
な

ど
に
関
す

る
刑
訴
学
説
を
忌
慣
な
く
批
判
的

に
検
討
し

た
も

の
で
す

こ
ぶ
る
示
唆

に
富

む
。
も

っ
と
も
氏
は
、
団
藤
博
士
始

め

多
く

の
刑
訴
学
者

が
証

明
責
任
と
立
証

の
必
要
を
混
同
し

て

い
る
と

い
う
け
れ

ど
も
、
そ

の
よ
う

に
誤
解

さ
れ
る
余
地

の
あ
る
表
現
が
な

い
わ
け

で
は
な

い
に
せ
よ
、
混
同
し

て

い
る
と
ま

で
断
定
し

て
し
ま
う

の
は
疑
問
だ
と
思
わ
れ
る

(六
三
頁
以
下
参

照
)
。

(
4
)

私
見

の
詳
細

に

つ
い
て
は
、
近
く
発
表
さ
れ

る
拙
稿

「
主
張

・証

明
責
任
論

の
基
本
問
題
」

(仮
題

)

(神
奈

川
大
学
法
学

研
究
所
研
究
年
報

一
九
九

三
、

掲
載
予
定
)
参
照
。
さ
し
あ

た
り

は
拙
稿

・
前

掲

「
行
政
訴
訟

に
お
け

る
主

張
責
任

・
証
明
責
任
論
」

と
く

に
二
〇
六
貞
以
下
参

照
。

(5
)

"
合
理
的
な
疑

い
を
超

え
る
"

∂
Φ
《
o
巳

「
Φ
錺
o
コ
餌
σ
一Φ
胤
o
⊆
σ
ご

の
意

味
内
容

と
そ

の
表
現
上

の
問
題
点
に

つ
い
て
は
、
村
井

「
「
疑

い
」
は
払
拭
さ

れ

た
か
P
ー

証

明

の
程
度

と
責
任

」
法
学

セ
ミ
ナ
ー

四
四

五
号

(
一
九

九

二
)

一
〇

四
頁
参

照
、

田
村
豊

『裁
判
上

の
証

明
』

(
一
九
六
〇
、
法
律

文
化
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社
)

一
七
七
ー

八

頁
は
、
合

理
的
な
疑

い
を
定
義

づ
け
る

こ
と

の
困
難

さ
を
指
摘
す

る
。
ま

た
ド
イ

ツ
法

で
は

「
確

実
性

に
接
着
す

る
蓋

然

性
」

雷
コ

ω
搾
げ
Φ
島
Φ
騨
αq
H
①
語
N
①
邑

①
～<
鋤
三
蓉
7
蝕
三
凶6
げ
滞

ε

と

い
う
表
現

が
使

わ
れ
る
が
、
同
様

の
証

明
度

を
示
す
も

の
と
み
て
よ

い

(松
尾

『
刑
事
訴

訟
法

下

1
』

二

九
八
二
、
弘
文
堂
)

二
三
頁
)
。

(
6
)
松
尾

・
前
掲

「
挙
証
責
任
」
五

一
頁
、
田
宮

・
前
掲
二
九

し
頁
、
渥
美
東
洋

『
刑
事
訴
訟
法

[新
版
]
』

(
一
九
九
〇
、
有
斐
閣
)
コ
.
一
二
頁
、

な
ど
.

田

宮
教
授

は
憲
法
三

一
条
、
渥
美
教
授
は
憲

法
.二
七
条

一
項
、

三
八
条

一
項
を
授

用
す
る
。
な

お
、

I
D
P
R
原
則
と
証
明
度

の
関
係

に

つ
い
て
小
田
中
聡

樹

『
ゼ
ミ
ナ
ー

ル
刑
事
訴
訟
法

ハド
)
演
習
編
撫

二

几
八
八
、
有
斐
閣
)

一
五
丘
頁
以
ド
参

照
。

(
7
)

違
法
性
阻
却
事
由

・責
任

阻
却
事
曲

に

つ
い
て
小
野
清

一
郎

『犯

罪
構
成
要
件

の
理
論
』

(
一
九
配
=
.、
有
斐
閣
。
初
出
は

一
九
五
二
)

　
六
五
頁
以
下
、

主
観
的
要
素

に

つ
い
て
井
ヒ

正
治

「
刑
法

に
お
け
る
セ
観
的
要
素

の
証
明
」
『
瀧
川
先

生
還
暦
記
念

・現
代
刑
法
学

の
課
題

ド
』

(
一
九
五
五
、
有
斐
閣
)

四
四
九
頁
以
下
。

(
8
)

松
尾

・
前

掲
注

(
1
)
孔

一
頁
,
田
宮

・
前

掲
二
九
八
頁
,
村
井

・
前
掲

一
九
〇
頁
.
松
尾
浩
也
監
修

松
本
時
夫

、
土
本
武
司
編

『条
解
刑
事
訴
訟
法
』

(
一
九
八
四
、
弘
文
堂
)
六
〇
九

頁
、

な
ど
。

(
9
)

法
律
上

の
推
定

に

つ
い
て
は
、
平
野
龍

一
「
刑
事
訴
訟

に
お
け
る
推
定
」
法
学
協
会
雑
誌
七

四
巻
一一、号

(
一
九
五

七
)
、
一三
五
頁
以
下
、
吉
村
徳
重

「
英

米
法

に
お
け

る
推
定

(そ

の

一
)
九
大
法
学
二
号

(
一
九

五
七
)

一
頁
以
下
が
詳
し

い
。

二

証
明
責
任
の
分
配

一

原

則

刑
事
訴

訟
に
お
け

る
証
明
責
任

は
原
則

と
し

て
す

べ
て
の
法
律
事
実
す
な
わ
ち
、
犯
罪
構
成
要
件
事
実

の
み
な
ら
ず
、
違
法
性
阻
却
事

実

・
責
任
随
却
事
実

お
よ
び
処
罰
条
件
事
実
、

さ
ら

に
刑

の
加
重
減
免

の
事
実

(
の
存
在
ま
た
は
不
存
在
)
に

つ
い
て
も
検
察
官

が
負
う

の

(
1

)

鉛

が
原
則

で
あ

る
。

し
た

が

っ
て
、
民
事
訴

訟
に
お
け

る
よ
う
な
意
味

で

の
証
明
責

任

の
分
配
は
刑
事
訴

訟
で
は
問
題

に
な

ら
な

い
。

1

し
か
し

こ
の
原
則
を

貫
徹

し
よ
う

と
す

る
と
、

い
か
に
検
察
官

が
国
家
権
力

に
よ
る
強
大

な
捜
査
権
を
動
員
し

て
証
拠

の
収
集

・
保
全
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(
2

)

が

で
き

る

か

ら

と

い

っ
て
、

場

合

に

よ

り
負

担

加

重

に
な

り
う

る
。

の

み
な

ら

ず

、

こ

の

こ
と

は
好

ま

し

か
ら

ざ

る

副
作

用

と
し

て
、
捜

査
機

関

に
よ

る

当

該

犯

罪

と
不

均

衡

な
身

柄

拘

束

そ

の
他

の
強

制

捜
査

、

自

白

の
強
要

を
招

く

恐

れ

が
あ

る

こ
と
を

合

わ

せ
考

え

な

け

れ

ば

な

ら

な

い
。

こ

の
意

味

で

I

D

P

R
原

則

と

の
調

整

に
配
慮

し

つ

つ
、

あ

る

程
度

ま

で
証

明
度

を

軽

減
す

る

こ
と

は
、

捜

査

段

階

ま

で

(3

)

視
野
に
入
れ
た
刑
事
手
続

に
お
け

る
人
権
保
障

の
見
地

か
ら
検
討

に
価

し
よ
う

。
ま
た
証

明
主
題

の
提
示
を
被
告
人

に
さ
せ
て
、
そ

の
事

項

に
か
ぎ

っ
て
検
察
官

が
証
明
責
任
を
負
う
と
す
る

こ
と
も
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

な
証

明
度

の
軽
減
や
主

張
責
任

の
分
配

は
、

(
4

}

私
見
に
よ
れ
ば
民
事
訴

訟
で
活
用

さ
れ
る
べ
き
法
技
術

で
あ

る
が
、
刑
事
訴

訟

に
お

い
て
も
限
定
的
な
利

用
が
必
要

か

つ
有
益
だ
と
思
わ

れ
る
。

ま
ず
、
証

明
度

の
軽
減

(詳
し
く
は
三
で
論
及
す
る
)
に

つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
犯
罪
事
実

に
関
す
る
か
ぎ
り
否
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な

(
5

)

ら
な

い
が
、
刑

の
減
免
事
由
な

ど
に

つ
い
て
は
考
慮

さ
れ

て
よ

い
。
量
刑

の
事
由

に

つ
い
て
も

同
様

に
解
す

べ
き

で
あ

る
。
執
行
猶
予
か
、

実
刑

か
両
者

の
事
由

の

一
方

に

つ
い
て
決
定
的

に
優

越
す

る
証
明
が
な

い
と
き
は
、
超
過
原
則

に
よ
る

べ
き

だ
と
す
る
見
解

も
考
え
ら
れ

(
6

)
へ
7

>

る
が
、
軽

い
処
分
を
選
択
す

べ
き

で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ

に
、
主
張
責
任

に
関
連
す

る
問
題
と
し

て
は
、
構
成
要
件

が
所
有
権

や
債
権
を
含

む
場
合

が
挙
げ
ら
れ
る
。

こ
の
場
合

の
証
明
責

任

は
権
利
根
拠
事
実

だ
け

で
な
く
、
権

利
障
害
事
実
、
権
利

滅
却
事
実

の
不
存
在
ま

で
検
察
官

が
証

明
責
任
を
負
う

の
か
、
そ
れ
と
も
民

(8

)

事
訴
訟

の
証

明
責
任

の
原
則
に
従
え

ば
よ

い
の
か
。

私
見

に
よ
れ
ば

こ
の
場
合

は
、
検
察
官

が
す

べ
て
に

つ
い
て
証

明
責
任

を
負
う
け
れ

ど
も
、
被
告
人

は
権
利
障
害
事
実
、
権
利

滅
却
事
実

の
存

在
に

つ
い
て
準
主
張
責
任

(こ
の
主
張
の
責
任
に

つ
い
て
は
後
述
五
参
照
)
を
負
う

と
解
す

る

の
が
相
当

で
あ
る
。

(
こ
こ
で
は
便
宜

の
た
め
、
通
説
的
な
法
律
要
件
分
類
説

の
立
場
で
説
明
し
て
い
る
。
)

同
様

に
違
法
性
阻
却
事
実

・
責
任

阻
却
事
実

に

つ
い
て
も
被
告
人

が
準
・王
張
責
任
を
有

し
、

そ

の
主
張

が
な

い
場
合

は
構
成
要
件
該

当

事
実

の
証
明

で
足
り

る
と

い
う

べ
き

で
あ

る
。

こ
の
場
合

に
通
説

は
阻
却
事
由

の
不
存
在

が
事
実
上
推
定
さ
れ
る
と
し
、
事
実
上

の
推
定



(537)刑事訴訟における証明責任137

を
理
論
的

に
疑

問
視
す

る
論
者

は
、
被

告
人
に
そ

の
存
在

に

つ
い
て

の

一
応

の
証
拠

の
提
出
を
要
求

し
た
り
(証
拠
提
出
覆

)
・
ま

た
は
被

〔
10

)

告

人

に
争
点

を
形
成
す

る
責
任

(争
点
形
成
責
任
)
が
生
ず

る
と

い
う

。

し

か
し

一
応

の
証
拠

と
は
な

に
を
意
味
す
る

か
は
曖
昧

で
あ
り
、
そ

の
意

味
内
容

い
か
ん
で
は
被
告
人

に
と

っ
て
そ
の
程
度

の
立
証
す

ら
困
難
な
場
合

が
あ
り
う

る
。
争
点
形
成
責
任

と

い
う
新

概
念
に

つ
い
て
は
、

刑
訴
学
者

の
あ

い
だ
に
も
、
形
式
的

・
主
観
的
挙
証
責
任

ポ
ロ

　

や

証

拠

提

出

責

任

と

の
異

同

に

つ

い
て
疑

問

が
あ

る

よ
う

で
あ

る
。

被

告

人

の
供

述

は

刑
事

訴

訟

に

お

い
て

は
主

張

と
証

拠

と

い
う

二
面

性

を
有

し

て
お

り

、

規

則

一
九

七
条

一
項

(な
お
刑
訴

三

一
九
、
三

一
、二
条
参

照
)
は

こ

の
こ

と
を

明
ら

か

に
し

て

い
る
。

し

た

が

っ
て
被

告

人

が

そ

の
主

張

を

し

た
以

上

、

そ
れ

だ
け

で

一
応

の
証

拠

の
提

出

(
12

)

が
あ

っ
た
と

い
え
る
し
、
ま

た

こ
れ

に
よ

っ
て
争
点

が
形
成
さ
れ

た
と
も

み
る
こ
と
が

で
き
る

の
で
あ

る
。
も
ち
ろ
ん
そ

の
結
果

と
し

て

検
察
官

に
ど
れ
ほ
ど

の
立
証

が
必
要

と
さ
れ
る

こ
と
に
な
る

か
は
、
事
案

に
よ
り
異
な
り
う

る

(し
た
が
っ
て
証
拠
提
出
責
任
を
認
め
る
根
拠

と
し
て
、
主
張
だ
け
で
は
無
責
任
に
な
さ
れ
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
い
う
よ
う
な
見
解
は
、
立
証

の
必
要

の
多
様
性
を
正
解
し
な
い
も
の
と
評
す

べ
き
で

あ
る
)。

同
様

の
問
題

が
違
法

性
阻
却
事
実

・
責
任
阻
却
事
実

に

つ
い
て
生
ず

る

の
で
、
以
下

に

こ
の
点

に

つ
い
て
言

及
す

る
。
違
法
性
阻
却
事

実

.
責
任

阻
却
事
実

に

つ
い
て
も
検
察
官

は

一
般
的
な
証

明
責
任
を
有
す

る
が
、
そ
れ

は
原
則
と
し
て
被
告
人

の
主
張

が
な
け
れ
ば
顕
在

化
し

な

い
。

こ
れ
は
民
事
訴

訟
に
お

い
て
過
失

の
証

明
責
任

が
転
換
さ

れ
る
場
合
、
権
利
主

張
者

の
側

に
特
定

の
過
失

の
主
張
責
任
を
負

ρ
13

」

わ
せ
る

の
と
同
様

に
考
え

る

こ
と
が
で
き

る
。

こ
れ

は
民
事
、
刑
事
を
問
わ
ず

対
論
的

(弾
劾
的
)
訴

訟
と

い
う
も

の
の
構

造
上
本
来
的

に

ハ
ー4

)

要

請

さ

れ

る
主

張

.
証

明

の
あ

り

方

だ

と

い

っ
て
よ

い
。

(詳
し
く
は
後
述
五
参

照
。
)

こ

の
よ
う

な

主

張

の
責

任

を

課

さ

れ

る

こ
と

は

一
見

被

告

人

に

と

っ
て
不

利
益

な

よ

う

に
思

わ

れ

る

か

も

し

れ

な

い
が

、

実

は

そ

の
逆

な

の

で
あ

る
。

な

ぜ
な

ら

ば

、
被

告

人

が
主

張

を

す

る

こ
と

に
よ

り

(そ
れ
は
立
証
と
異
な
り
、

ほ
ん
の

一
挙
手
、

一
投

足

の
労

に
過
ぎ
な

い
)
検
察

官

の
証

明
主

題

が
具

体

的

に
明

確

に
な

る
結

果
、
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被
告
人

に
と

っ
て
検
察

官

の
立
証

に
対
す

る
効
果
的
な
反
証

が
容
易

に
な
る
か
ら
で
あ

る
。

構
成
要
件
該
当
事
実

の
存
在

が
違
法
性
阻
却
事
実

・
責

任
阻
却
事
実

の
不
存
在

を
事

実
上
推
定
さ

せ
る
と
は
必
ず

し
も
経
験
則

か
ら
は

い
え
な

撫

・
ま

た
上
記

の
よ
う

に
考
え
れ
ば
・
構
成
要
件
該
当
事

実

の
証
明

に
よ
る
違
法
性
阻
却
事
実

・
責

任
阻
却
事
実

の
不
存
在

の

事
実
上

の
推
定

と

い
う
よ
う

な
理
論
構
成
を
採

る
必
要

は
な

い
わ
け

で
あ
る
。

も

っ
と
も
被
告

人

の
主
張

が
な

い
場
合

で
も
証
拠
上
そ

の

疑

念
が
生
ず

る
と
き
は
立
証

の
必
要

が
直

ち
に
顕
在
化
す

る

こ
と
は

い
う
ま

で
も
な

い
。

神奈 川法学 第28巻 第2・3号{538)

二

証

明

度

す

で
に
刑
事
訴
訟

に
お
け
る
原
則
的
証
明
度

に

つ
い
て
は
明
ら
か

に
さ
れ
て

い
る
が
、

こ
こ
で
証

明
度

の
軽
減

と

の
関

係

で
問
題
に
な

ハ
む

ソ

る
証

明
度

の
段

階

に

つ
い
て
整

理

し

て
お

こ
う

。

刑
事

訴

訟

に
お

い
て
も

民
事

訴

訟

で
用

い
た
証

明
度

の
図

が
利

用

で
き

る
。

有
罪

(事
実
の
存
在
)

羽

白

性

十
分
な
証
明

相
当
な
蓋
然
性

一
応
の
蓋
然
性

(中
間
点
)

明

白

性

無
罪

(事
実
の
不
存
在
)

明
白
性

(A
・
理
的

な
疑

い
を
超
え

る
証
明
)

(∬

卜

分
な
証

明

(罪
を
犯
し

た
こ
と
を
疑
う

に
足
り

る
十
分
な
理
由

刑
訴

二

]
O
条

一
項

相
当
な
蓋
然

性

(罪
を
犯

し
た

こ
と
を
疑
う

に
足
り

る
相
当
な
理
由

同
法

六
〇
条

一
項
、

一
九
九
条

一
項
)

一
応

の
蓋
然
性

(同
規
則
九
条
三
項
、
同
法

二

一
八
条

一
項

の
場
合

の
犯
罪
事
実
。
疎

明
も
同
じ
)

こ
の
証

明
度

の
図
は
、
捜
査

段
階

に
お

い
て
も
証
明
責
任
お
よ

び
証
明
度

が
問
題
に
な

る

こ
と
を
明
ら
か
に
示
し
て

い
る
。

こ
の
場
合

の
証
明
責

任
は
捜
査
官

が
被
疑
事
実
を
証

明
度
ま

で
立
証

で
き
な

か

っ
た
と
き

に
被

る
不
利
益
、
危
険

で
あ
り
、
勾
留
請
求
却
下
、
逮
捕



状
請

求

却

下

な

ど

を
結

果

す

る
。

も

っ
と

も

捜
査

段

階

に
お

け

る
証

明
度

は

、

鋤

ハー8
)

⑤

て

い
な

い

の

で
、

そ

の
解

明
度

は
極

め

て
低

い
こ
と

に
注
意

す

べ
き

で
あ

る
。

こ
と

の
性
質
上
被
疑
者

の
側

の
反
証

に
ほ
と
ん
ど
晒
さ
れ

刑事訴訟における証明責任ヱ39

㊨

法
律
上
の
推
定

　
リ

ア

刑
事
訴
訟
法
学

の
議
論

で
は
、
法
律
L

の

(事
実
)
推
定

に
は
、
、
義

務
的
推
定

と
許

容
的
推
定

が
あ

る
と
さ
れ
る
。

こ
れ
は
民
事
訴
訟

理
論

で
は

み
ら
れ
な

い
分
類

で
あ

る
。
義
務
的
推
定

は
民
事
訴
訟

に
お
け
る
法
律
上

の
推
定

と
同
じ

で
あ

る
が
、
許

容
的
推
定

は
、
反
証

が
な

い
こ
と
自
体
を
証
拠

と
し

て
、
推
定
事
実
を
認
定
す
る

こ
と

が
で
き
る
と

い
う
推
定

で
あ

る
。
刑
事
訴
訟
に
お
け
る
推
定

は
こ
の
許

ハ
20

)

容
的
推
定

だ
と
す

る
説

が
有
力

で
あ

る
。

こ
れ
は
筆
者

の

い
う
証

明
度

の
軽
減

に
と
ど
ま
る
法
律

上

の
推
定

と
ほ
と
ん
ど
同
じ

で
あ

り
、

　の

レ

民
事
訴
訟

に
お
け

る
表

見
証
明

に
類
す

る
。

表
見
証
明

と
同
様

に
、
許
容
的

推
定
も

そ

の
実
体

は
お
お
む
ね
証
明
度

の
軽
減

に
ほ
か
な
ら
な

い
と
考

え
ら
れ

る
。

こ
う

い
う
言

い
方

を
す
る
と
刑
事
訴
訟

で
は
シ

ョ
ッ
キ

ン
グ

に
響
く

か
も
知

れ
な

い
が
、
前

提
事
実

の
立
証

だ
け

で
反
証

が
な
け
れ

ば
推
定

事
実
が
確
信

の

程
度

ま

で
証

明
さ
れ
る
と

い
う

の
は
、
実

は
推
定
事
実

に

つ
い
て

の
証

明
度

が
前

提
事
実

の
証

明
と

い
う
推
定
事
実

と
し
て
は
低

い
証
明

度

に
軽
減
さ
れ
て
お
り
、
反
証

の
提
出

は
そ

の
証
明
度

に
達
し

た
心
証
を
動
揺

さ
せ
る
か
ら
、
反
証

が
な
け
れ
ば
証

明
が
あ

っ
た
と

い
う

結
果

に
な

る

の
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
り

が
な

い
の
で
あ

る
・
反
証

の
提
出

が
な

い
こ
と
は
必
ず
し
も
証

明
力
を
増
強
す

る
わ
け

で
は
な
曜
・

こ
の
よ
う

に
許
容
的
推
定

の
実
体

が
証
明
度

の
軽
減

で
あ
る

こ
と
を
認
識
す

る

こ
と
は
、

こ
の
種
規
定

の
実
質
的
合

理
的
根
拠
を
探
り
、

刑
事
訴
訟

に
お
け
る
証

明
責

任

の
原
則
か
ら

の
逸

脱
を
監
視
す

る
た
め
に
も
必
要

だ
と
考
え
る
。

な

お
、
上
述

の
と
お
り
刑
事

訴
訟

に
お
け

る
法
律
上

の
推
定

は
民
事
訴

訟
と
異
な
り
明
文
規
定

が
な
け
れ
ば
認

め
ら
れ
な

い
の
が
原
則

で
あ

る
が
、
被

告
人
に
有
利

な
事

実
に

つ
い
て
は
証

明
度

の
軽
減

と
し

て

の
法
律
ヒ

の
推
定

を
解

釈

に
よ
り
認
め
る
余
地

が
あ
る
と
考

え



る

。
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四

事
実

上

の
推
定

事
実
上

の
推
定

に

つ
い
て
も

一
言
し
て
お

こ
う
。
事

実
上

の
推
定

の
本
体

は
推
定

で
な
く
推
理

で
あ

っ
て
、
事
物

の
蓋
然
性

に
基
づ
く

ハ
23

)

純
然

た
る
事
実
判
断

に
ほ
か
な
ら
ず

、
別
言
す
れ
ば
経
験
則

の
与
え

る
証
拠
価
値

の
こ
と
で
あ

る
。
し

か
し
学

説
や
判
例

が
事
実
上

の
推

定

と
称
し
て

い
る
も

の
の
中

に
は
、
実
は
経
験
則

の
与
え

る
証
拠
価
値
以
上

の
も

の
を
推
定
す

る
「
証

明
度

を
軽
減
す

る
法
律

上

の
推
定
」

(24

)

(な

い
し
そ
れ
に
類
似
の
も

の
)
が
混
在
し
て

い
る
と

み
ら
れ
る
。

民
事
訴
訟

に
お
け
る

一
応

の
推
定

や
、
刑
事
訴
訟

に
お
け

る
構
成
要
件
事

実

の
証
明
に
よ
り
違
法
阻
却
事
実

・
責
任
阻
却
事
実

の
不

存
在

が
事
実
上
推
定

さ
れ
る

(筆
者
自
身
は
そ
れ
に
反
対
で
あ
る
け
れ
ど
も
)
と

い
う

場
合

の
事
実
上

の
推
定
な

る
も

の
は
正
に

こ
れ
に
属
す

る
。
そ
れ
は
経
験
則

の
与
え

る
以
上

の
も

の
を
推
定

し

て
い
る
か
ら

で
あ

る
。
こ
の

よ
う

な
事
実

上

の
推
定

が
民
刑
両
訴

訟
に
お

い
て
用

い
ら

れ
る
主
要

な
理
由

は
、
我

が
国

で
は

一
般
的

に
法
律
上

の
推
定

は
法

規

の
明
文

(
25

㎞

が
あ

る
場
合

に
か
ぎ
る
と

い
う

固
定
観
念

が
あ

る
た
め
、
解

釈

に
よ

る
法
律
上

の
推
定

と

い
う
概
念

に
考
え

お
よ
ば
な

い
た
め
で
あ

ろ
う
。

わ
ざ
わ
ざ
事
実
上

の
推
定
と

い
う
場
合

の
多

く
は
、
実

は

一
種

の
軽

い
程
度

の
法
律

上

の
推
定
す

な
わ
ち
証

明
度

の
軽
減

で
あ
る

こ
と

(
26

)

を

洞

察

す

べ
き

で
あ

る
。

(540)

(
1
)

通
説

で
あ

る
。
松
尾

・
前
掲
刑
事
訴

訟
法

二
二
頁
、

田
宮

・
前
掲

二
几
八
頁
、

石
井

一
正

『
刑
事
訴
訟
法
』

二

九
八
八
、
判
例

タ
イ

ム
ズ
社
)
三
四
六

頁
な
ど
。
た
だ
し
基
本

的
に
通
説

の
立
場
を
採

り
な

が
ら
減
刑
事
由

の
う
ち
自
首

に

つ
い
て
は
、
被
告
人

の
証

明
責
任

に
属
す

る
と
す
る
説

も
あ

る
が

(斎

藤

・
前
掲
五

二
頁

)
、
自
首

で
な

い
こ
と

に

つ
い
て
検
察
官

が
証

明
責
任
を
負
う

と
解
す

る
の
が
正
し

い
と
思
う

(多

数
説
も
同
様

で
あ
る
-

同
頁
)
。

(
2
)

依
田
氏

は
、

弁
護
t

の
立
場

か
ら
し

て
も
検
察
官

に
極

め
て
過
重
な
負
担
を
強

い
る

こ
と
に
な
る
と

い
う

(依
田

.
前
掲
二
三
、
七
頁
)
。
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(3
)

井
上
博
十

が
主
観
的
要
素

に

つ
き
証

明
責
任

の
転
換
を
提
唱
し
ー

そ

の
こ
と
自
体

に
は
賛
成
し

が
た

い
が

・
そ

の
論
拠

の

一
部

と
し

て
、
被
告

人
に
対
す

る
捜
査
機
関

の
追
及
防
止
、
強
制
捜
査
権

限
と

の
調
和
を
挙
げ

て

い
る
の
は
卓

見
で
あ

る

(井
上

・
前
掲
四
六
三
、

四
六
九
、
四
七
三
頁
)
・

(
4
)

詳
し
く

は
拙
稿

「
主
張

・
証
明
責
任
論

の
基
本

問
題
」
参

照
。

(5
)

エ
ー

ケ

レ
ー

ヴ
は
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
法

に

つ
い
て
同
様

の
結
論

を
と
る
。
℃
Φ
「
○
一〇
{
国
評
虫
o-
抽
閑
簿
冨

ゆq
似
コ
αq
署

(㎝
ε

O
押
一
⑩
。。
卜。
)
9

這
Q。
参
照
。
団
藤
博

士
は
「
刑

の
減
免

の
理
由

と
な
る
事
実

に

つ
い
て
も
、
そ
の
不
存
在

に

つ
き
検
察
官

に
挙

証
責
任
が
あ
る
も

の
と
解
す

る
の
が
お
そ
ら
く
正
当
で
あ
ろ
う
』

と
微
妙
な
表

現
を
す

る

(団
藤
重
光

『新
刑
事
訴
訟
法
綱
要

六
訂
版
』

(
一
九
五
八
、
創
文
社
)

一
九
九
頁
)
。
小
野

・
前
掲
は
被
告

人
に
負
担
さ

せ
て

い
る

二

七

二
ー

、二
頁
)
。

な

お
注

(
ユ
)
の
と
お
り
斎
藤
博
レ

は
、
自
首

の
事

実

の
証
明
責
任
は
被

告
人
に
あ

る
と
す

る
が
、
検
察
官

の
証
明
責
任

の
証

明
度

が
軽
減

さ
れ
る

に
と

ど
ま

る
と
解
す

る
ほ
う
が
妥
当

で
あ
ろ
う
。

(6
)

エ
ー

ケ
レ
ー
ヴ
は

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
法

に

つ
い
て
同
様

の
結
論
を

と
る
。
国
犀
Φ
δ
b

餌
.黛・
φ
這
㊤
参
照
。

(
7
)

犯
罪
事

実
に

つ
い
て
も

一
見
類
似

の
問
題

が
生
ず

る
。
例
え

ば
殺
人
事
件

に
お

い
て
被
害
者

の
嘱
託

の
有
無

が
争

わ
れ
、
嘱
託

の
事

実

に
つ
い
て
十
分

な
証

明
が
な

い
場
A
口
は

(真
偽
不

明
の
場
合
を
含

め
て
)
軽

い
嘱
託
殺
人
罪
と
し
て
処
理
す

べ
き

で
あ

る
。
も

っ
と
も
、
実
は

こ
の
場

合
は
検
察
官

が
嘱

託

が
な

い
こ
と
に

つ
い
て
証
明
責

任
を
有
す

る
の
で
あ
る

か
ら
、
類
似
は
表
見
的

な
も

の
に
過
ぎ
な

い

(村
井

・
前
掲

「
疑

い
」
は
払
拭

さ
れ
た
か
P

ー

証

明
の
程
度

と
責
任
)

一
〇
七
頁
お
よ

び
そ

こ
に
所
掲

の
裁
判
例
参
照
)
。

(8
)

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
法

の
議
論

に

つ
い
て

国
開
Φ
δ
捗
穿
麟
φ
誌
。。
き

竃

お
¢
参

照
。

(9
)

平

野
龍

一

『
刑
事
訴
訟
法
』

二

九
五
八
、
有
斐
閣
)

一
八
四
頁
。

(
10
)

松
尾

・
前

掲

『
刑
事
訴

訟
法

下

1
』

一
九
頁
。

(
11
)

村
井

・
前
掲

一
九

〇
頁
。

(
12
)

田
村

.前

掲

一
七
六
-

七
頁
は
、

職
被
告
人

は

一
般
的

に
は
不
利
な
状
況
証
拠

で
囲
綾

さ
れ
て

い
る
。

そ
し

て
、
彼

の
唯

一
の
頼
み
は
自
己

の
単

な
る
事

実

の
否
認

で
あ

る
」

と

い
う
。
L
u
村

「
無
罪

の
推
定

と
有

罪

の
推
定
」
法
政

研
究

二
五
巻

ニ
ー

四
合
併
号

(
一
九
五
九
)
四
二

一
頁
も

、
被

告
人
に
よ

っ

て
は
供
述
以
外

に
自
己

に
有

利
な
証
拠
を
も
た
な

い
場
A
口
も
あ
ろ
う

。
」
と
指
摘
す

る
。

ま
た
毛
利
弁
護
士

は
、
阻
却
事
由

の
不
存
在

の
よ
う

な
事
実
上

の

推
定
は
主

張

の
み
で
も
破

れ
る
と
す

る

(毛
利
与

一

『刑
事
証
拠
法
』

(
一
九
六
七
、

法
律
文
化
社
)

四
二
頁
)
。

(
13
)

拙
稿

「
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
法

に
お
け
る
主

張
責
任
論
⇔
」

民
商
法
雑
誌

一
〇
〇
巻
六
号

(
一
九
八
九
)

一
〇
三
九
、

一
〇
四
二
頁
注

(
4
)
参

照
。
な
お
、
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自
動
車
損
害
賠
償
保
障
法
三
条

の
場
合

は
、
単
な

る
証

明
責
任

の
転
換

で
は
な

い
か
ら
、
権
利
主
張
者

(被
害
者
原
告
)

に
よ
る
過
失
に
関
す

る
証
明
主

題

の
提
示

の
主

張
を
要

し
な

い
わ
け
で
あ

る
。

(14
)

拙
稿

「
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
法

に
お
け
る
主

張
責

任
論

0
」
民
商
法
雑
誌

一
〇
〇
巻
五
号

二

九
八
几
)
八
九
五
頁
参

照
。

(15
)

山
崎
清

『
証
拠
法
序

説
』

(
一
九

六

一
、
有
精
堂
出

版
)

=
一=

頁
、

一
三
六
頁
以
下
参

照
。

(
16
)

こ
の
図

に

つ
い
て
は
拙
稿

「
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
証
拠
法
序
説
」
神
奈
川
法
学

二
五
号
巻
三
号

二

九
九

〇
)
五
九

一
ー

二
頁
参

照
。

(
17
)

柏
木
千
秋

『刑
事
訴
訟
法
』

二

九
七
〇
、
有
斐

閣
)
二
〇

一
頁
注

(1
)
参
照
。
松
尾

・前
掲
刑
事
訴

訟
法

一
六
頁
は
、
令
状

発
布

の
要
件

と
し
て

の
犯

罪
事
実

の
嫌
疑

を
認
定
す

る
場

合
は
訴

訟
法
L

の
事
実

の
認
定

だ
と

い
う
。
し

か
し
訴

訟
法

L

の
事
実

で
あ

ろ
う

が
、
原
則
と
し

て
証

明
責
任

お
よ

び
証

明
度

の
問
題
が
変

わ
る
わ
け

で
は
な

い
。

な
お
疎

明
に

つ
い
て
は
、
民
事
訴
訟

で
は
証
明
度

の
軽
減
と
証
拠

の
制
限

に
特
色

が
あ

る
が

(
民
訴

二
六
六
条

一
項
)
、
刑
事
訴

訟
で
は
訴

訟
法
ヒ

の
事
実

に
関
す

る
証

明
度

の
軽
減
と
し
て
規
定

さ
れ
て
お
り
、
証
拠

を
制
限
す
る
明
文
は
な

い
(刑
訴
二
〇
六
条

一
項

二
二
七
条

二
項
な

ど
)
。
筆
者

は
疎

明

の
証

明
度
を
最
も
低

い

「
一
応

の
蓋
然
性
」
と
理
解

し
て

い
る
。
ち
な

み
に
、
事
実
認
定

に
証
拠
調

べ
の
規
定

が
適

用
さ
れ
な

い
こ
と
が
、
証

明
度
を
論
ず

る
妨
げ

と
な

る
も

の
で
な

い
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
で
あ

る

(柏
木

.
前
掲
二
〇
九

頁
注

(
1
)
は
、
疎
明

に

つ
い
て
も

証

明
責
任
が
問
題

と
な

り
う

る

こ
と
を
指
摘
し

て

い
る
)
。

(18
)

解
明
度

に

つ
い
て
は
、
拙
稿

・
前
掲

「
行
政
訴

訟
に
お
け

る
証
明
責
任
」

二
注

(14
)
参
照
。
解

明
度

を
考
慮
す

る
と
、
逮
捕
と
勾
留

の
場
A
口
の
証
明
度

は
同

一
で
あ
る
が
、
勾
留
は
勾
留
質
問
を
経
た
う

え
で
な
さ
れ
る
か
ら

(刑
訴

六

一
条

)
、
逮
捕
よ
り
も
解

明
度

が
h口同
い
と

い
う

べ
き

で
あ
る
。

こ
の
点

に

留
意
す

る
こ
と

は
勾
留

の
司
法
的
抑
制

の
た
め
に
有
意
義

だ
と
思

わ
れ
る
。
勾
留
質
問

で
被
疑
者

の
弁
解
を
聴

い
た
結
果

に
基

づ
き
、
被
疑
事
実
を
認

め

る

べ
き
相
当

の
理
由
が
な

い
と
し

て
勾
留
請
求
が
却
下
さ
れ
る
場
合

が
あ

り
う
る

こ
と
を
理
論
的

に
説

明
で
き
る
か
ら
で
あ

る

(却
下

の
場
合
検
察
官

が

裁

判
官
に
文
句
を

い
っ
て
く

る

こ
と
が
多

い
が
、
そ

れ
に
対
す

る
理
論
武
装

の
提
供

に
も
な
り
得

る
で
あ

ろ
う
)
。

一
応

の
蓋
然

性
は
嫌
疑

が
五
〇
%

を
超

え
る
証
明
度

で
あ

り
、
そ

れ
よ
り
も
低

い
嫌
疑

が
あ

る
と
思
料
さ
れ
る
場
合
は
任
意
捜
査

で
処

理
す

べ
き
で
あ

る

(刑
訴

一
八
九
条

二
項
、

一
九

一
条

一

項
参
照
)
。

こ
の
よ
う

に
任
意
捜
査

と
強
制
捜
査

の
限
界
を
画
す

る
意

味
で
も

証
明
度

の
決
定

は
重
要

だ
と

い
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

(19
)

平
野

『
刑
事
訴
訟
法

の
基
礎
理
論
』

(
一
九
六
四
、

口
本
評
論
社
)

一
四
〇
-

一
頁
、
吉
村

.前

掲

「
英
米
法
に
お
け
る
推
定

(そ

の
ー
)
四
、

一
九
頁
、

村
井

・
前
掲

一
九

一
頁
な

ど
。

(
20
)

斎
藤

・
前
掲
七
三
頁
以
下

、
平
野

・
前
掲

『
刑
事
訴
訟
法
概
説
』
二
三

]
頁

、
田
宮

.
前
掲
挙
証
責
任

一
〇
七
頁
な

ど
。
も

っ
と
も
団
藤

.
前
掲

一
九

七
頁

は
、
法
律
上

の
推
定

を
覆
え
す

た
め
に
は
反
対

の
事
実
を
証
明
す

る
必
要

が
あ
る
と

い
う
。
斎
藤
博
ヒ

は
民
事
訴

訟
法
を
含

め
た
法
律
上

の
推
定

一
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般

の
効
果
と
し

て
、
義
務
的
推
定

の
効
果

を
認
め
る
我

が
国

の
通
説

は
疑
問

だ
と
す

る

(斎
藤

・前
掲
七
八

}
八
〇
頁
)
。
依
田
氏
も
同
説

で
あ
る

(依
田
・

前
掲
五
四
頁
)
。

(21
)

拙
稿

.
前

掲

「
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
法

に
お
け

る
証

明
責
任
論
」
瓦
八
頁
以
下
参

照
。

(22
)

吉
村

.前
掲

蜥無

罪

の
推
定
と
有

罪

の
推
定

」
四
二
六
頁

は
、
被
告

人
に
証
拠

の
提
出
を
要
求
す
る
た
め
に
は
、
「
供
述
以
外

に
有
利
な
証
拠

を
も

っ
て

い
る

こ
と

の
蓋
然
性

が
大

で
あ

る
必
要

が
あ

る
。
」
と

い
う
。

(
23
)

斎
藤

・
前
掲
七

…
頁
参
照
。

(
24
)

山
崎

。
前
掲

一
四
〇
1

一
頁
参

照
。

こ
の
点

に

つ
い
て
は
、
英
米
法

に
お
け
る
議
論

と
く
に
デ

ニ
ン
グ
判
事

の
見
解
が
参
考
に
価
す

る
。
彼

に
よ
れ
ば
、

推
定

は
決
定
推
定

(o
o
コ
o
ξ
ω
陶く
Φ
冒
①
ω
¢
ヨ
℃
鉱
o
巳

、
強
要
推
定

8
0
ヨ
ロ
Φ
聾
コ

ぴq
鷲
霧
ニ
ヨ
艮
圃o
ロ
)
、
仮

の
推
定

(O
「
o
<
鼓

o
コ
巴

嘆
Φ
ω
¢
ヨ
冥
一〇
コ
)

の
三

つ
に
分
類
さ
れ
、
第

一
は
反
証
を
許
さ
な

い
法
律
」

の
推
定
、
第
三

は
事
実
ヒ

の
推
定
と

こ
れ

に
類
す

る

}
部

の
反
証
を
許
す
推
定
、
第

二
は
残
余

の
反

証
を
許
す
法
律

上

の
推
定

で
あ

る
。
そ
し

て
第

二
と
第
三

の
法
律
的
効
果

の
違

い
は
、
後
者

は
相
手
方

に
証
拠
提
出

の
責
任
を
促
す

に
す
ぎ
ず
、
前
者

は

証
明
責
任
を
転
換
す

る
と

こ
ろ
に
あ

る

(〉
・
日
・
U
Φ
コ
三
類
堕
℃
冷
。・
爆
ヨ
讐
δ
コ
ω
碧

山
o¢
霞
α
Φ
口
ω
6
一
ピ
b

・即
ら。
謬

Φ
け
。。
Φ
0
(一
逡
㎝
)
佃

村

・
前
掲

一
四
ニ
ー

三

頁
)
。
我

が
国

で
事
実
上

の
推
定

と
よ
ば
れ
る
も

の
は

こ
の
第

三

の
推
定

と
ほ
ぼ
同
じ

だ
と
思
わ
れ
る
。

(
25
)

前

注

(
21
)
参
照
。

(
26
)

中
島
博
士

が
事
実
上

の
推
定

は
証
明
度

を
軽
減
す
る
と

い
う

(中
島
弘
道

『
挙
証
責
任

の
研
究
』

(
一
九
四
九

有
斐
閣
)

一
五
二
ー

三
頁
)
の
に
対
し

て
、
斎
藤
博
士

は
挙
証
責
任
と
心
証
を
混
同
す
る
も

の
と
批
判
す

る

(斎
藤

・
前
掲
七
七
頁

(
9
)
)
。
文
字

ど
お
り

に
解

す
れ
ば

こ
の
批
判

は
正
し

い
が
、

中
島
氏

の
所
論
は
事
実
上

の
推
定

の
な
か
に
実
は
証

明
度

の
軽
減

と
し

て

の
法
律
上

の
推
定

が
あ
る

こ
と

の
洞
察

に
基

づ

い
て

い
る

の
で
は
な

い
か
と
思

わ
れ

る
。

こ
の
点

に

つ
い
て
は
、

田
村

・
前
掲

一
五
六
-

七
頁
参
照
。

三

証
明
度
の
軽
減

143

一

そ

の

一
l
l

例
外
と
し

て
の
被
告

人

に
対

す
る
証
明
責
任

の
分
配

に
関
連

し
て

刑

事
訴

訟

に
お
け

る
証

明
度

は

い
う

ま

で
も

な
く
民

事
訴

訟

の
そ

れ
よ
り
も

は
る
か
に
高

い
。
し

か
し
上
述
し
た
よ
う

に
そ
れ

が
軽
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減

さ
れ
る
場
合
も

あ
り
う

る
。
本
節

で
は

こ
の
問
題
を

と
く

に
被
告

人

に
対
す

る
証

明
責

任

の
転
換

の
問
題

と
関

連
さ

せ
て
考

え

て

み

る
。ま

ず

一
般
的

に

い

っ
て
、
合
理
的
な
疑

い
を
超
え

る
証
明
度

が
要
求
さ
れ
る

の
は
有

罪

の
た
め
の
事
実

に

つ
い
て
で
あ

り
、
無
罪

の
た

め
の
事

実

に

つ
い
て

で
は
な

い
こ
と
に
留
意
す

る
必
要

が
あ

る
。

こ
の
こ
と
は
有

罪

の
た
め

の
事
実

の
証

明
責
任

が
原
則

と
し
て
検
察
官

に
あ
る
た
め
通
常

は
顕
在
化

し
た
問
題

と
し
て
意
識

さ
れ
な

い
が

(違
法
性

・
責
任
阻
却
事
実

の
不
存
在
が
証
明
さ
れ
な

い
場
合

の
な
か
に
は
、

そ
の
存
在
が
明
自
な
も
の
か
ら
、
か
な
り
高

い
蓋
然
性
を
も

っ
て
そ
の
不
存
在
が
立
証
さ
れ
て
い
る
が
確
信
に
ま
で
至
ら
な

い
も
の
ま
で
含
ま
れ
て

い
る
)
、
被

告
人

に
証

明
責

任
が
課
さ
れ
て

い
る
場
合

(そ
れ
は
無
罪
の
た
め
の
事
実

の
証
明
責
任
で
あ
る
)
に
は

こ
の
点

が
ま
さ

に
問
題

と
な

る

の
で
あ

る
。
現
行
法
上
、
被
告
人

に
証

明
責

任
が
課
さ
れ

て

い
る
場
合

は
極

め
て
少
な
く
、
学
説
上
議
論

さ
れ
る

の
は
、
刑
法
二
〇
七

条

の
同
時
傷
害
、

二
三

〇
条

の
二

の
事
実

の
真
実
性

の
証

明
、

い
わ
ゆ
る
公
害
罪
法

五
条

の
因
果
関

係

の
推
定

な
ど
で
あ

る
が
、

こ
こ
で

は
二
三
〇
条

の
二

の
場
合
を
例

に
と

っ
て
考
え

る
。

上
記

の
理
由

に
よ
り
、

こ
の
場
合

の
事
実

の
真
実
性

の
証

明
に
必
要
と
さ
れ
る
証
明
度

は
合
理
的
な
疑

い
を
超
え
る
も

の
で
あ

る
こ
と

(
1

)

を
要

せ
ず

、
民
事

訴
訟

の
証
明
度

で
足
り
る
と
解
す

べ
き

で
あ

る
。
実
質
的

に
も
そ
う
解

し
な

い
で
、
私
人

で
あ

る
被
告

人
に
刑
事
訴
訟

の
原
則
的
証
明
度

に
よ

る
証
明
を
要
求

し
た

の
で
は
本
条

が
適

用
さ
れ
る
可
能

性

は
著
し
く
限
定

さ
れ
て
し
ま
う
。

こ
の
こ
と
は

一
般
的

(
2

)

に
被
告

人
に
証

明
責
任

が
課

さ
れ
て

い
る
場
合

に
妥
当
す

る
と

い
え
る
。
も

っ
と
も
す

べ
て
の
場
合

に
そ
う

で
あ

る
と
は
必
ず

し
も
断
定

で
き
ず
、

異
な

る
証

明
度
を
要
求
す

る
特
段

の
合
理
的
理
由

が
あ
る
場
合
も
あ

り
う

る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
は
個
別

の
刑
罰
法

規
ご
と

に
刑
事
実
体
法

の
解

釈
と
し
て
決
す

べ
き
問
題

で
あ

る
。

二

そ
の
二

犯
罪
の
軽
重
、
主
観
的
要
素
と
証
明
度
の
軽
減
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証
明
度

の
軽
減

に
関
す

る
も
う

一
つ
の
重
要
な
i
i
l
そ
し

て
お
そ
ら
く
意
見

の

一
致
を

み
る

の
が
極
度

に
困
難
な
問
題
ー
l
-は
、
犯
罪

の
軽
重

に
応
じ

て
異
別

の
証
明
度

を
認
め
る

べ
き

か
、
す
な
わ
ち
合
理
的
疑

い
を
超
え

る
証

明
を
証
明
度

と
す

る
原
則

か
ら
言
え
ば
、
そ

れ
か
ら

の
乖
離

と
し

て
の
証
明
度

の
軽
減
と

い
う

問
題

で
あ

る
。

我

々
は
日
常
経
験

の
世
界

に
お

い
て
、
意
思

決
定

を
行
う

に
あ

た

っ
て
そ

の
事
実
的
基
礎

を
判
断
す

る
場
合
、

こ
と

の
軽
重

に
応
じ
て

危

険

の
引
受
け

の
程
度
を
異

に
し

て

い
る
。
例
え
ば

ス
ケ
ー
ト
を
す

る
た
め

の
結
氷

の
程
度
を
判
断
す

る
場
A
口
で
も
、
遊

び
で
す

る
と
き

と
・
他

に
交
通

機
関

が
な

く
、
緊
急

の
用
務

で
対

岸

に
行

か
ね
ば
な

ら
ぬ
と
き

で
は
異
な

る
危

険

の
引
受
け

を

せ
ざ

る
を
得
な

い
の
で

む
親
・

こ
の
こ
と
は
裁
判
官

の
事

実
認
定

に
お
け

る
証

明
度

の
決
定

に
あ

っ
て
も
不

可
避
的

に
影
響
す

る

の
で
は
あ

る
ま

い
か
。

そ
し
て

そ
れ
は
基
本
的

に
是
認
さ
れ

て
し

か
る
べ
き

で
は
な

い
の
か
。
実
際
問
題

と
し

て
例
え
ば
、
強
盗
殺

人
事
件

と
信
号
無

視

の
道
路
交
通
法

違

反
事
件

の
証

明
度

が
同

一
で
あ

る
と
果

た
し

て
信
じ
ら
れ
る

で
あ

ろ
う

か
。

ま
た
そ
も
そ
も
同

一
で
あ

る

こ
と
が
必
要
な

の
か
。

こ
れ

が

こ
こ
で
の
問
題

で
あ

る
。

と
こ
ろ
が
・
証
拠
法

レ
ベ
ル
の
議

論
と
し
て
は
犯
罪

の
軽
重

に
か

か
わ
ら
ず

証
明
度

は
同

一
だ
と
す

る
見
解

が
通
説

で
あ
り
、
判
例

だ

と
思

わ
釦
翠

た
だ
そ

の
建
前

が
ど

こ
ま

で
実
際

に
貫

か
れ
て

い
る
か
は
か
な
り
疑
問

で
あ
る
。

お
そ
セ

道
路
交
通
法
違
反

の
罪

の
証

明
度

な
ど
は
か
な
り
低

い
の
で
は
な

い
か
。
ま
た

こ
の
種
事
件

の
処
理

の

コ
ス
ト
を
考
え
る
と
そ
れ

で
や
む
を
得
な

い
の
で
は
あ

る
ま

い

か
・

さ
ら

に
留
意
す

べ
き
点

は
、
軽
微
な
犯
罪

に

つ
い
て
ま

で
あ
ま
り
に
高
度

の
証

明
度
を
要
求
す
る
と
、
最

終
的

に
は
罰
金

や
科
料

で

片
付
く
軽
微

犯
罪

に

つ
い
て
捜
査

段
階
で
逮
捕
な

ど
の
強
制
捜
査
を
誘
発
し
、

ひ

い
て
そ
れ
が
刑
罰

に
代
わ

る
サ

ン
ク

シ

ョ
ン
機
能

を
果

た
す

と

い
う
本
末

転
倒

の
結
果

を
招
来
す

る
危

険

が
あ

る

こ
と
で
あ

る
。

(
こ
の
危
険
は
現
在
す

で
に
あ
る
程
度
顕
在
化
し
て
い
る
と
思
わ

襲

・
)

こ
の
危
険

の
問
題

は
さ
ら
に
、

一
般

に
高
度

の
証
明
度
を
要
求

す
る
犯
罪

に

つ
い
て
も
、

一
定

の
事
実
と
く
に
主
観
的
要
素

に

つ
い
て
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は
証

明
度

を
軽
減
す

べ
き

で
は
な

い
か
と

い
う

問
題
を
提
起
す

る
。

こ
の
点

は
犯
罪

の
軽
重

に
よ

る
証

明
度

の
軽
減
以
上
に
異
論

の
多

い

問
題

か
も
智

三

.
し

か
し
未
必

の
故
意

を
例

に
採
る
ま

で
も
%

、
主
観
的
要
素

は
被

告
人

の
自
白

が
な
け
れ
ば
決
定
的
な
証

明
は

困
難

で
あ
り
、
我

が
国

の
裁
判
官

の
心

理
と
し

て
は
自
白

が
な

い
と

一
抹

の
不
安

を
感
ず

る

の
が
偽
ら
ざ
る
気
持

ち
で
あ
ろ

う

・

こ
れ
を

一
概

に
自
白
偏
重

の
意
識

と
非
難
す

る

こ
と
は
で
き
な

い
。

高

い
証

明
値

に
達
し

た
証

明
に
よ
り
正
し

い
裁
判
を
し

た

い
と

い
う
慎
重

さ

の
現
れ
な

の
だ
か
ら
。
し

か
し
そ
れ

が
捜

査
官

を
し

て
自
白

の
獲
得

に
狂
奔
さ

せ
、
結
果
的

に
任
意
性

に
問
題

の
あ

る
自
白
を
多

発
さ
せ
・

誤
判

の
最
大

の
原
因
を
成
し

て

い
る
こ
と
は
疑

い
え
な

い
事
実

で
競

・

そ
う

だ
と
す
る
と
、
問
題
解

決

の
方
向

と
し
て
は
、
主
観
的
要
素

の
少
な
く
と
も

一
部

に

つ
い
て
は
証

明
度

の
軽
減
を
認
め
る

こ
と
、

お
よ

び
推
定

規
定
を
設
け

る

こ
と

(と
く
に
行
政
刑
法
に
関
す
る
犯
罪
に

つ
い
て
は
)
以
外

に
は
な

い
よ
う

に
思
わ
れ

る
。
刑
法
学
者

が
主
観

的
要
素

に

つ
い
て
精
緻
な
理
論
を
構
築
す

る
こ
と
、
刑
事
訴

訟
法
学
者

が
主
観
的
要
素

に

つ
い
て
も
高

い
証
明
度

を
要
求
す

る
こ
と
は
・

い
ず
れ
も
刑
事
法

の
人
権

保
障
機
能

を
十
全

な
ら
し
め
よ
う

と

の
良
き
意
図

に
基
づ
く

こ
と
は
言
う
ま

で
も
な

い
。
し

か
し
現
実

に
は
・

そ
れ
が
か
え

っ
て
人
権

侵
害

の
温
床

に
も
な

っ
て

い
る
の
で
は
な

い
か
と

い
う
疑

い
が
な

い
わ
け

で
は
な

い
こ
と
に
思

い
を
致
す

べ
き

で

あ
ろ
う

。

刑
事

法
学

の
ア
ゥ
ト
サ
イ

ダ
ー

で
あ

る
筆
者

に
は

こ
れ
以
上

の
具
体
的
議
論
を
展
開
す

る
能

力
が
な

い
け
れ
ど
も
、
本
稿

の
テ

ー

マ
と

の
関
係

で

い
え

ば
I
D
P
R
原
則
と

の
調
整

に
配
慮

し

つ
つ
、

ど
の
よ
う
な
犯
罪
に

つ
い
て
、

ま
た
ど
の
よ
う

な
犯
罪

の
ど

の
よ

う
な
主

観
的
要
素

に

つ
い
て
、
ど

の
程
度
証

明
度

の
軽
減

が
認

め
ら
れ
る

べ
き
か
が
検
討

さ
れ

て
よ

い
の
で
は
あ

る
ま

い
か
。
そ
し
て
・
推
定
規

定

に

つ
い
て
も
「
個
別
的

に
現
在

の
推
定
規
定

の
合

理
性
を
検
討
」
す

べ
き
必
要

が
あ
る

こ
と

は
そ

の
と
お
り

で
あ

る
が
、

「
将
来
的

に
は
・

こ
の
よ
、つ
な
難

槻
定
を
払
拭
し
て
い
あ

が
、
望
ま
し
い
立
法
の
あ
き

と
言
い
切
る
こ
と
に
は
か
言

疑
問
が
あ
る
恵

わ
ざ

る

を

得

な

い

の
で
あ

る
。
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(
1
)

学
説

は
お
お
む
ね
同
趣
旨

で
あ
る

(平

野
・
前
掲

『
刑
事
訴

訟
法
』

一
八
七
頁
、
渥
美
・
前
掲
コ
、
一
丘
頁
、
な

ど
)
。

た
だ
し
、
判
例

は
反
対

で
あ

る

(最

判
昭
和
一一.四

・
五

・
七
刑
集

ご
一.巻
髭
号
六
四

一
貞
)
。

(2
)

ほ
と

ん
ど
の
学

説

が
こ
の
こ
と
を
認
め
る
。
前

注

(
ユ
)
掲
記

の
文
献

の
ほ
か
、
前
掲

『条
解

刑
事
訴
訟
法
』

六
〇
九

頁
、
鈴
木

・前
掲

『
刑
事
訴
訟
法
』

二
〇
〇
頁
、
田
宮

・前
掲

『刑
事
訴
訟
法
』
.二
〇
三
頁
、
な
ど
。
な
お
刑
事
訴

訟
学
者

は

一
般

に

「
証
拠

(明
)
の
優
越
」
と

い
う
語
を
用

い
て

い
る
が

(英

米
法

の
影
響

で
あ

ろ
う

)
、

そ
れ
は
民
事
訴
訟

に
お
け
る
証
明
度

の
意

味
と
解

さ
れ
る

(例
え
ば

田
宮

・
前
掲
二
九

一
頁
参
照
)
。
し
か
し
、
我

が
国

の
民

事
訴
訟
に
お
け
る
証

明
度

が
証
拠

(明
)
の
優
越

だ
と

い
わ
れ
れ
ば
、
民
事
訴
訟

の
理
論
家

も
実
務

家
も
大
多
数

が
異
議
を

唱
え
る

で
あ
ろ
う

(も

っ
と
も

こ
の
言
葉

の
意
味
内
容

が
曖
昧

だ
か
ら
、
そ
れ
を

ど
う
理
解
す
る
か

に
も
よ
る

が

(P

・
0

・
ボ
!

ル
デ
ィ

ン
グ
、
拙

訳

「
証
明
責

任
お
よ

び
証

明
度
」

『
紛
争
処
理
と
正
義

』

二

九
八
八
、
有
斐
閣
出
版
サ
ー

ヴ
ィ
ろ

一
九
八
頁
訳
注

(
13
)
参

照
)
)
。
我

が
国

の
民
事
訴
訟

で
通
常

よ
り
高

い
証
明
度

(筆
者

の
用
語

で
は

「
レ
分
な
証

明
」
)
が
要
求

さ
れ
て

い
る
か
ら
で
あ

る

(例

え
ば
小
林
秀
之

『証
拠
法

』

(
一
九
九
〇
、
弘
文
堂
)
六
九
-

七
〇
頁
参

照
)
。
ま

た
証
拠

(明
)
の
優
越

と

い
う
概
念

は
我
が
国

の
民
事
訴
訟

の
理
論

お
よ
び
実
務
に
馴
染

み
の
な

い
も

の
で
あ

る
。
さ
ら

に
、
刑
訴
学
者

の
い
う
証
拠

(
明
)

の
優
越

が
民
事
訴
訟

の
証

明
度

(筆
者

の
用
語

で
は

「
十
分
な
証

明
」
)
を
意
味
す
る

の
か
、
そ
れ
と
も
よ
り
低

い
証

明
度

(筆
者

の
用
語

で
は

「
相
当
な

蓋
然
性
」
、
あ

る

い
は

「
一
応

の
蓋
然
性
」
)
を
意
味
す
る

の
か
必
ず

し
も
明
ら
か
で
な

い
と

い
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
し
た

が

っ
て
、

こ
の
よ
う
な
慣
熟
し

て

い
な

い
概
念
を
そ

の
ま
ま
我

が
国

の
議

論
に
持
ち
込
む

こ
と
は
理
論

の
実
務

へ
の
浸
透
力
を
考
え

る
な
ら
ば
、
極

め
て
問
題
で
は
な

い
か
と
筆
者

は
考

え
る
。
筆
者

自
身

は
刑
事
訴
訟

に
お
け
る
証

明
度

の
軽
減

を
、
原
則

と
し
て
証

明
度
を

「
明
自
性
」
か
ら

「
十
分
な
証
明
」
に
引
き
下
げ
る
意

味

で
用

い

て

い
る

こ
と
を
念

の
た
め

に
明
ら
か
に
し
て
お
き
た

い
。

(3
)

拙
稿

.
前

掲

「
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
法

に
お
け

る
証
明
責
任
論
」
四
六
頁
参

照
。

ウ
イ
グ

モ
ア
も
証

明
責
任

の
存
在
に

つ
い
て
、

A
が
M

か
ら
投

資
を
得
た

い
と
望

み
、
B
が
M

の
投

資
に
反
対

し
て

い
る
場
合
を
例

に
と

っ
て
説

明
し
て

い
る

(斎
藤

・
前

掲

一
九
-

二
〇
頁
)
。
し
か
し
二
当
事
者

の
例
な

の
で
、

訴
訟

の
場
合

に
近

い
反

面
、

ス
ケ
ー
ト

の
例

に
比

べ
る
と
射
程

が
狭
過
ぎ

る
。

(
4
)

前
掲

『条
解
刑
事
訴

訟
法
』
六
〇
几
頁

は
、
交
通
事
件
即
決
裁
判
夢
続

や
略
式
罫
続
に
お

い
て
も
、
犯
罪
事
実

に

つ
い
て
は
合
理
的
な
疑

い
を
超

え
た

証

明
を
必
要

と
す

る
と

い
う
。

一
般

に
こ
の
こ
と
を
当
然
白
明
と
し

て

い
る
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
裁
判
官
出
身

の
柏
木
教
授

は
、
等
し
く
証
明

の
心
証
と

い
っ
て
も
死
刑

の
言
渡
し
と
執
行
猶
畳

の
書
渡
し

と
で
は
事
実
上
心
証

の
程
度

に
差
異
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の
あ
る

こ
と
は
否
定

で
き
な

い
で
あ

ろ
う

と
す

る

(柏
木

・
前
掲

二
〇

一
頁
注

(
1
)
)
。

ま
た
英
法
に

つ
い
て
ケ

ニ
ィ
は
、
犯
罪
が
重
大

で
あ
れ
ば
あ

る

ほ
ど
、
必
要

と
さ
れ
る
証

明

の
限
度
も
高

く
な

る
と

い
う

(○
↓
洪
Φ
コ
コ
ざ

O
=
ユ
一コ
Φ
o
h
O
ユ
ヨ
一コ
巴

ビ
信。
芝

届
9

①
O
」
①
G。
①
)
、
U
』
望
、

ヶ

ニ
ィ

『
英
国
刑

事
法
要
論

(証
拠
法

の
部

)
』

(
司
法
資
料

二
八
六
号
、

一
九

四
九
)

一
二
六
頁
)
。

リ
ア
リ

ス
チ

ッ
ク
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
好

む

ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
法

に
お

い
て
も
議
論

は
分
れ

て

い
る
。

エ
ー

ケ
レ
ー
ヴ
は
証

明
度

は
す

べ
て
の
犯
罪
に

つ
い

て
同
程
度

で
あ

る
べ
き

だ
と
し
、
そ

の
理
由
と
し
て
軽
微

な
犯
罪
は
通
常

の
市
民
も
犯
す

こ
と

が
多

く
、
そ

の
よ
う
な
市
民

は
罰
金
刑

に
よ

っ
て
、
職
業

的
犯
罪
者

が
拘
禁
刑

に
よ
り
受
け
る
以
上

の
苫
痛

を
被

る

こ
と
が
あ

り
う

る
こ
と
な

ど
を
挙
げ

る
。
国
咋
Φ
δ
h
穿
鋤
φ
這
9

こ
れ

に
対
し

て
ボ
ー

ル
デ
ィ

ン

グ
や
サ
ー
リ

ン
は
犯
罪

の
軽
重
に
よ
り
証
明
度

は
異
な
る

べ
き
だ
と
す

る
。
も

っ
と
も

ボ
ー

ル
デ

ィ

ン
グ
は
、
罰
金

刑
に
当

た
る
事
件

で
も

一
律

に
証

明

度
を
考
え
る

べ
き

で
は
な
く
、
犯
罪
類
型

の
相
違

を
考
慮

に
入
れ
る

こ
と
を
要
す

る
と
す

る
。
例
え
ば
道
路
交
通
法
違

反
と
性
的
逸
脱
を
理
由
と
す

る
軽

微
犯
罪

(我

が
国

の
軽
犯
罪
法

一
条
二
三
号
な
ど
参

照
)

と
は
同

一
に
は
論
じ
ら
れ
な

い
と
す

る
。
℃
臼

O
δ
h
じu
o
一島
コ
ひq
"
O
費

儀
虫

鋤
偉

び
①
<
冨
霧

国
9

一
お
珊
Z
繭一ω
-
国
二
吋
ω
簿
一凶P

じσ
Φ
≦
ω
ド
鑓
く
圃
σ
δ
#
ヨ
鉾

〉
血
く
o
評
讐
Φ
コ
一
㊤
。。
。。
ω
・ま
刈
.
な
お

こ
の
点

に
関
す

る
ク
ラ
ミ

の
所
説

に

つ
い
て
、
末
尾

の
補
論
参
照
。

(
5
)

違
法
性
阻
却
事
由

・
責
任
阻
却
事
由

に

つ
い
て
被

告
人

の
側
に
検
察
官

に
よ

る
犯

罪
事
実

の
証

明
と
同
様

の
高
度

の
証
明
度

が
要
求
さ
れ

て

い
る

の
が

実
態

だ
と
聞
く
。
も

し
こ
れ
が
事
実

だ
と
す
れ
ば
、
本
文

の
よ
う

な
証
明
度
軽
減

の
主
張

は
、
結
果
的

に
被
告
人
側

の
立
証

の
証
明
度

の
軽
減

に
寄
ワ
す

る
で
あ
ろ
う
。

し
た
が

っ
て

こ
の
よ
う
な
面

か
ら
も
、
犯
罪
事
実

に
関
す

る
証

明
度

の
軽
減

が
被
告
人

に
不
利
益
だ
と
は

一
概

に

い
え
な

い
の
で
あ
る
、

(
6
)

筆
者

は
在
官
当
時
、
被
告
人

の
警
察

で
の
供
述
調
書

に
は
未
必

の
故
意

が
明
確

に
記
載

さ
れ
て

い
な

い
場
合
、
検
察
官
調
書

に
は
例
外
な
く
そ

の
点
が

明
示

さ
れ
て

い
る

の
を
読

ん
で
、
検
察
官

は
肉
体
的
拷
問
は
絶
対

に
し
な

い
だ
ろ
う

が
、

こ
れ
は

一
種

の
法
律
的
拷
問
か
も
知
れ
な

い
、

と

い
う
感
想
を

い
だ

い
た

こ
と
を
想
起
す

る
。
し

か
し
、
本
文
で
述

べ
る
よ
う

に
裁
判
所

が
こ
う

い
う
内
容

の
供
述
調
書

を
好

む
か
ら
検
察
官

は
そ
う
す

る

の
で
あ

っ
て
、

検
察
官

と
し
て
は
状
況
か
ら
し
て
未
必

の
故
意

が
認
定
し
う
る
場
合

で
も
、
被
疑
者

に
無

理
に
で
も
そ
う
言
わ

せ
る
か
、
法
律
的
作
文
を
し

た

い
心
理
に

な
る

の
を
必
ず

し
も
責

め
ら
れ
な

い
か
も
知

れ
な

い
。

(7
)

平

野
氏

が
許
容
的
推
定

の
意
義

に

つ
い
て
、
第

一
に
経
験
則

た
る
事
実
上

の
推
定

を
法

文
化
す

る

こ
と
に
よ
り
、
事
実

の
推
論

に
臆
病
な
裁
判
官
を
教

育
す
る
と

い
う
効
果
を
挙
げ
て

い
る

の
は

(平

野
・前

掲

「
刑
事

訴
訟
に
お
け

る
推
定
」

二
三
五
頁
)
、
本
文

の
よ
う
な
裁
判
官

の
慎
重

さ
を
考
慮
し
て

の

こ
と
で
あ
ろ
う
、

(
8
)

村
井

・
前
掲
刑
事
訴
訟
法

の
争
点

]
九

一
頁
。

(
9
)

斎
藤

・
前
掲
七
七
ー

八
頁
は
、
刑
事

訴
訟

に
お
け

る
法
律
上

の
推
定

の
活
用

の
必
要
性
を
説
く
。
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(
10
)

私
見
は
、
か

つ
て
検
察

の
イ

デ
オ

ロ
ー
グ

に
よ
り
主
張

さ
れ

た
主
観
的
要
素

の
立
証
困
難
を
理
由

と
す

る
刑
法

の
客
観
化

の
提
唱

(松
尾

「
挙
証
責
任

お
よ
び
推
定
」
刑
事
訴
訟
法
講
座

二
巻

(
一
九
六
四
、
有
斐
閣
)

一
二
四
頁
参
照
)
と
同
様

の
主
張

と
誤
解

さ
れ
る
か
も
知
れ
な

い
。
し
か
し
私
見

は
、

捜
査

に
お
け

る
身
柄
拘
束

の
謙
抑
、

と
く

に
少
な
く
と
も
否
認
す

る
被
疑
者

を
代
用
監
獄
に
勾

留
す

る

こ
と

の
絶
対
的
禁
止
と
ワ

ン
セ

ッ
ト

で

の
主
張

で

あ

る

こ
と
に
と
く

に
注
意
を
喚
起
し

た

い
と
思
う
。
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四

主
観
的
証
明
責
任
、
証
拠
提
出
實
任
、
争
点
形
成
責
任
?

ヘ
ユ

リ

刑
事
訴

訟

に
お

い
て
は
主
観
的

証
明
責
任

や
証
拠
提

出
責
任

を
認

め
る
学
説

が
有
力

で
あ

る
。
主
観
的
証
明
責
任

は
ほ
ぼ
民
事
訴
訟
と

同
様

の
用
法

で
使
わ
れ
て

い
る
が
、
証
拠
提
出
責
任

は
陪
審
制
度
を
前
提

と
す

る
英
米
法

の
証
拠
提
出
責
任

(σ
霞
鳥
9

0
暁

蔑
o
α
ロ
o
ヨ
αq

へ
　

　

Φ
<
哉
①
⇒
o
Φ
)
か
ら

示
唆

さ

れ

て
生

ま

れ

た

も

の

で
、
刑

事
訴

訟
法

学

に
特

有

の
観

念

で
あ

る
。
し

か
し

近
時

民
事

訴

訟

で
も

ド

イ

ツ

の
学
説

(
3

)

の
動
向

に
影
響

さ
れ
て
主
観
的
証

明
責
任

の
新

た
な
形
態

に

つ
い
て
証
拠
提
出
責
任

と

い
う
用
語

が
使
わ
れ
始

め
た
か
ら
、
両
者

の
誤
解
、

(
4

)

混
同
を
生
ず

る
危
険

は
大
き

い
。

筆
者

は
民
事
訴

訟

に
お

い
て
も
主
観
的
証

明
責
任

も
証
拠
提

出
責
任
も

不
要

だ
と
考

え
る

の
で
、

ま
し

て
刑
事
訴

訟

で
は
無

用

だ
と

(
5

)

思
う

。
争

点
形
成
責
任

に

つ
い
て
も
同
様

で
あ

る
。

繰
り
返
し

に
な

る
が
、
刑
事
訴
訟

に
お

い
て
は
検
察
官

が
原
則
と
し

て
す

べ
て
の
証

明
主
題

に

つ
い
て
証

明
責
任
を
負
う

の
で
あ

る
。

そ
し

て
検
察

官

は
公
益

の
代
表
者

(検
察
庁
法
四
条
参
照
)
と
し

て
公
訴

を
提
起
す

る

の
で
あ

る
か
ら
、
起
訴
し

た
以
上
そ

の
事
件

に

つ
い

て
立
証
す

べ
き
義
務
を
有
す

る

こ
と

は
別

段

の
訴

訟
法

上

の
義
務
付
け

を
要

し
な

い
。

し
た
が

っ
て
、
裁
判
所

が
検
察
官

に
立
証
を
促
す

'
6

)

た
め
に
主
観
的

証
明
責
任

が
必
要

だ
と

い
う
よ
う

な
議
論

は
無

用
だ
と
思
う
。

刑
事
訴

訟
に
お
け

る
主
観
的
証

明
責
任

や
証
拠
提
出
責
任
な

ど

の
導

入
は
、
被
告
人

に
過
大
な
立
証
負
担
を
課
す

る
機
能
を
営

む
だ
け
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(
7

)

で
は
な

い
か
ー

こ
れ

は
論
者

の
意

図

に
反
し

て
で
あ
ろ
う

が

と
危

惧
せ
ざ
る
を
得

な

い
。
否
認
事
件

に
お

い
て
ほ
と
ん
ど

の
場
合

被
告

人

の
保
釈

は
著
し
く
困
難

で
あ

る

こ
と
、
国
選
弁
護

の
貧
弱
な
実
情

、
と
く

に
捜
査

段
階

に
お
け

る
国
選
弁
護

の
欠
如
な

ど
を
考
え

(8

)

る
と
、
被
告
人

に

つ
い
て
は
訴

訟

の
旦
ハ体
的
状
況

に
応
じ

て
立
証

の
必
要

が
生

じ
う

る
と
す
る
だ
け

で
十
分

だ
と
考
え
る
。

突
然
逮
捕

さ
れ
、
長
期
間

に
わ
た
り
拘
留

さ
れ
、
弁
護
人

と
の
打
合
わ

せ
も
ま
ま
な
ら
な

い
状
況

の
中

で
公
判

に
臨

ま
な
け

れ
ば
な
ら

ぬ
被

告
人

(否
認
事
件

の
被
告
人
の
大
半
は
こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
に
あ
る
)
に
対
し

て
、
当
事
者
主
義

の
名

の
も

と
に
上
記

の
よ
う

な
責
任

(
9

)

を
課
す

る

の
は
、
筆
者

に
は
行
き
過
ぎ

た
当
事
者
主
義

の
固
執

と
し

か
思
わ
れ
な

い
。
刑
事
手
続

過
程

の
現
実
を
直
視
す

る
な
ら
ば
、
公

判
審
理

(に
お
け
る
証
拠
調

べ
)
と
は
、
裁

判
所

と
被
告
人
、
弁
護
人

が
共
同
し

て
検
察
官
提
出

の
有

罪

の
た
め

の
証
拠
を
吟

味
す

る

フ
ォ

(
10

)

ー
ラ

ム
で
あ
り
、
そ

こ
で
は
被

告
人

の
利
益

の
た
め

の
職
権
主
義

に
補
完

さ
れ

た
当
事
者
主
義

が
支
配
す

る
、

と
み
た
ほ
う

が
我

が
国

の

ρ
11

)

刑

事

裁

判

の
あ

り

方

に

ふ
さ

わ

し

い
の

で
は

あ

る
ま

い
か
。

(
1
)

村
井

・
前

掲
刑
事
訴
訟
法

の
争

点

一
九

〇
頁
参

照
。

(2
)

松
尾

・
前
掲

「
挙
証
責
任
」
丘
○
頁
。

(
3
)

松
本
博
之

『
証
明
責

任

の
分
配
』

(
一
九
八
七
、
有
斐
閣
)

一
一
頁
以

ド
、
春

日
偉
知
郎

『
民
事

証
拠
法
研
究
』

二

九
九

一
、
有
斐
閣
)
二
四
頁
以
下
、

な
ど
。

(
4
)

も

っ
と
も
小
林

・
前
掲

は
民
事
訴
訟

の
証
拠
提
出
責

任
を
米
国
法

の
そ
れ
と
同
様

に
理
解

し
、

こ
の
観
念

の
採
用

に
賛
成
す

る

(
一
四
七
-

八
頁
)
。

(
5
)

詳
し
く
は
拙
稿

・
前
掲

「
主
張

・
証
明
責
任
論

の
基
本
問
題
」
参

照
。

な
お
柏
木

・
前
掲

二

一
〇
1

一
頁
注

(
2
)
参

照
。

(
6
)

証
拠
提
出
責
任
を
提

唱
す

る
平
野
氏

で
す
ら

「
検
察
官
は
公
訴
を
提
起
し

て
有

罪
を
・E
張
し
た
以
上
そ
れ
を
立
証
す

る
責
任

が
あ

る
と

い
っ
て
も
不
当

で
は
な

い
と
思

わ
れ
る
。
」
と

い
う

(平

野

・
前

掲

『
刑
事
訴

訟
法
概
説
』

一
九
三
頁
)
。

(
7
)

伊
達

博
十
も

こ
の
こ
と
を
強
調
し
、
「
実
務

の
立
場

か
ら

み
る
と
、
刑
事
訴
訟

に
お

い
て
、
い
か
に
当
事
者
主
義

が
強
化

さ
れ

た
か
ら
と

い
っ
て
、
法
律

的
な
意

味

に
お

い
て
か
よ
う

な
立
証

の
負
担

と

い
う
観
念
を
認
め
る

こ
と
は
、

ど
う
も
納
得

で
き
な

い
。
」
と

い
う

(伊
達
秋
雄

『
刑
事
訴
訟
法
講
話
』

2
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九
五
七
、

日
本
評
論
社
)
二

㎜
四
頁
。

(8
)

同
旨

伊
達

・
前
掲
二

一
六
頁
、
鈴
木
茂

嗣

『刑
事
訴

訟
法

[改
訂
版
]
』

(
一
九
九
〇
、
青
林
書
院
)
二
〇
〇
頁
、
同

『
刑
事

訴
訟
法

の
基
本
問
題
』

(
一
九
八

八
、
成
文
堂
)
一
八
七
頁
。
実
務
家

や
実
務
家
出
身

の
刑
訴
学
者

が
立
証

の
必
要

と
主
観
的
証
明
責

任
を
同
視
し
、
主

観
的
証
明
責
任

や
証
拠
提

出
責

任

に
特
別

の
関

心
を
示
さ
な

い
の
は
実
務

の
智
恵

と
し
て
高
く
評
価
さ
れ

て
よ

い

(前
掲

『条
解

刑
事

訴
訟
法
』
六
〇
九
i

一
〇
頁
、

石
井

・
前
掲

三
四
五
頁
、
土
本

武
司

『
刑
事
訴

訟
法
要
義
』

二

九
九

一
、
有
斐
閣
)
三
=
三
一-

四
頁
、
)
。
な
お
、
田
宮
教
授

は
立
証

の
必
要
を

「
事

実
的
挙
証
責
任
と

よ

ぶ
の
が
ふ
さ
わ
し

い
」

と

い
う

が

(田
宮

・前

掲
三
〇
〇
頁
)
、
無
用

の
術
語
を

ふ
や
し
、
実
務
家

を
混
乱

さ
せ
る
だ
け

で
は
あ

る
ま

い
か
。
そ
も
そ
も

証
明
責
任

は
規
範
的

問
題

で
あ

る
か
ら
、
事
実
的
証
明
責
任

と

い
う
用
語
は
形
容
矛
盾

の
嫌

い
が
あ

る
。

(
9
)

大
野
正
男

「
法
廷
技
術
」
前
掲
刑
事
訴
訟
法

の
争
点

一
六
七
頁
は
、
証

拠
開

示

の
伴
わ
な

い
当
事
者
主
義

は
、
"
一
方
的
当
事
者
主
義

"
だ
と
批

判
す

る
。

証

明
責
任

を
巡

る
理
論

の
ほ
と
ん
ど
は
、
現
行
刑
事
訴
訟
法

が
ま

だ
新
刑
訴
と
よ
ば
れ

て
い
た

こ
ろ
に
、
英
米

と
く

に
ア

メ
リ
カ

の
証
拠
法
理
論
を
参
考

に
し
て
構
築

さ
れ
て

い
る
。

そ

こ
で
は
当
事
者
主
義

に
対
す

る
や
や
楽
観
的
な
期
待

が
随
所

に
感

じ
ら
れ
る
。

し
か
し
半
世
紀

に
近

い
刑
事
訴
訟
法
運
用

の
軌
跡

は
、

そ

の
期
待

と
は
異
な

る
現
実
を
産

み
出
す

に
至

っ
て
い
る
。
そ

の
是
非

は
別
と
し
て
、

こ
の
よ
う
な
現
実
を
踏
ま
え

た
刑
事
訴
訟
法

の
理
念

に
ふ
さ
わ
し

い
被
告

人

の
権
利
保
護

の
た
め
の
理
論
は
、

た
ん
に
当
事
者
主
義

の
強
調

だ
け

で
足
り
る
と
は
考

え
ら
れ
な

い
。
も

っ
と
も
刑
訴
学
者

は
必

ず
し
も
そ
う
考
え
な

い
よ
う

で
あ

る

(
田
口
守

一

「
書

評

田
宮
裕

『
刑
事
訴

訟
法
㎞
」
法
学

セ
ミ
ナ
ー
四
五
八
号

(
一
九
九
三
)

一
三
六
頁
参
照
)
。
な

お
依

田

・
前
掲
も
実
務
家

の
立
場

か
ら
、
多
く

の
学

説
が
当
事
者
主
義

の
名

の
も

と

に
被
告

人
に
不
利
益
な
解
釈
を
す
る

こ
と

の
不
当

さ
を
指
摘

し
て

い

る

(
一
六
、

一
八
-

九
頁
)
。

(10
)

平
野
氏

は
、
法

が
裁
判
所

に
職
権
証
拠
調

べ
の
権

限
を
認
め
た

の
は
お
そ
ら
く
主

と
し

て
被
告
人

の
利
益
を
守
る
た
め
だ
と
思

わ
れ
る
、
と

い
う

(平

野

・
前
掲

『
刑
事
訴
訟
法

の
基
礎
理
論
』

一
四
三
頁
)
。

(11
)

高
名
な
民
事
訴
訟
法

学
者

で
あ
り
、
現
に
弁
護
七

で
も
あ
る
木

川
統

一
郎
博
k

は
そ

の
刑
事
弁
護

の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
我

が
国

の
刑
事
法

廷

(合
議

体
)
に
は
四
人
の
検
察
官
ー

検
察
官
席

の
検
察
官
と
裁
判
官
席
に
座

っ
て
い
る
裁
判
官
と
い
う
名
の
検
察
宮

が
い
る
と
指
摘
し
て
い
る

(同

「四

人

の
検
事
」
判
例
タ
イ

ム
ズ
四

一
六
号

(
一
九
八
〇
〉

一
頁
)
。

こ
の
表
現
を
逆

に
借
用
す
れ
ば
、
被
告

人
に
は
四
人

(単
独
体

で
は
二
人
)
の
弁
護

人
I

I
本
来

の
弁
護
人
と
裁

判
官

と

い
う
名

の
公
益

弁
護
人

が
必
要

な
の
で
は
あ

る
ま

い
か
。
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五

準
主
張
責
任

刑
事

訴
訟

に
お

い
て
は
明
文

に
よ
る
例
外
規
定

が
あ

る
場
合
を
除
き
、
被
告
人

に
本
来

の
意

味

の
主
張
責
任

が
な

い
こ
と
は

い
う
ま

で

(
1

)

も

な

い
。

し

か

し

検
察

官

が
原

則

と

し

て
す

べ
て

の
証

明
主

題

に

つ
い
て
証

明
責

任

を
負

っ
て

い
る

こ
と

に

か

ん

が

ん

み
、

そ
し

て
当

該

事

件

に

お

い
て
法
律

的

に
関

連

を
有

す

る
事

実

は

ほ

と

ん

ど
無

限

と

い

っ
て
も

よ

い
か
ら

(例
え
ば
違
法
性
阻
却
事
由

だ
け

に

つ
い
て
も
実

に

多
く

の
場
合

が
列
挙
さ
れ
う

る
)
、
あ

る
種

の
事

実

に

つ
い
て

は
被

告

人

の
主

張

を

待

っ
て
、
か

つ
そ

の
主

張

の
範

囲

内

に
証

明
責

任

の
内

容

を

限

界

づ
け

る

こ

と

が
刑

事

訴

訟

と

い
え

ど
も

必
要

で
あ

る
。
筆
者

が
紹

介

し

た

オ
リ

ー

ヴ

ェ
ク

ル
ー
ナ

の

い
う

継

続
的

関

連

性

の
原

則

、

ヨ
　

　

継
続
的
証

明

の
原
則

は
民
事
、
刑
事
を
問
わ
ず
す

べ
て
の
訴

訟

に
妥
当
す

る

の
で
あ

る
。

そ
し

て
、

こ
の
こ
と
は
審
理

の
拡
散
化
を
防
止

し
、
真

に
必
要
な
事
項

に
立
証
を
集
中
さ

せ
る

と

い
う
意

味

で
、
被

告
人

に
と

っ
て
も
利
益

で
あ

る
。
刑
事
訴

訟
法
三
三
五
条

二
項

は

こ

の
よ
う

な
意
味

に
お
け

る
主
張

の
責
任

の
根
拠

と
し

て
援
用

で
き
る

で
あ
ろ
う

(た
と
い
同
条
項

の
よ
う
な
規
定
が
な
い
と
し
て
も
、
訴
訟
理

ハ
ヨ

レ

論
的
に
は
訴
訟
に
お
け
る
信
義
則
に
そ

の
究
極
的
根
拠
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
よ
う
)
。

こ
の
よ
う

な
意

味
に
お
け

る
被
告
人

の
主
張

の
責
任

は
本
来

の
そ
れ

と
区
別
す

る
意

味

で

"
準
主
張
責
任
"

と
よ

ぶ
べ
き
も

の
で
あ

る

が

(民
事
訴
訟
に
お
け
る
主
要
事
実
以
外
の
事
実
に
関
す
る
準
主
張
責
任
と
同
じ
で
あ
る
)
、
簡
略

の
た
め
単

に
主
張
責
任

と

い
っ
て
も
、
刑
事

訴

訟

で
は
本
来

の
意
味

の
主

張
責

任
は
被

告
人

に

つ
い
て
は
例

外
的

に
し

か
存
在

し
な

い
の
だ
か
ら
、
誤
解

の
生
ず

る
余

地

は
ほ
と

ん
ど

(
4

)

な

い
。

準
主

張
責
任

に

つ
い
て
繰
り
返
し
説

明
し
て
お
け

ば
、
あ

る
事
実

の
主
張

が
な

い
場
合

は
、
そ
れ
が
顧
慮

さ
れ
な

い
(
こ
と
が
あ
り
う
る
)

と

い
う

不
利
益
、
危
険
を
も

た
ら
す
結
果
責
任

で
あ

る
。

つ
ま
り
真

正

の
主
張
責
任
が
、
あ

る
事

実

の
主
張

が
な

い
場
合

に
そ
れ
を
判
決

の
基
礎

に
で
き
な

い
不
利

益
、
危
険

で
あ

る

の
と
類
似
す

る
面

と
異
な

る
面

が
あ

る
。
そ

の
特
徴
は
、
真
正

の
主
張
責
任

が
通
常
、
自
己
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が
証
明
責
任
を
負
う

証
明
主

題

の
提
示

で
あ
る

の
に
対

し
て
、

準
主
張
責
任

は
通
常
、
相
手
方

が
証
明
責

任
を
負
う
証

明
主
題

の
提

示
で

あ
る
と

い
う

点

に
あ
る
。

弁
論
主
義

の
適

用
さ
れ
る
民
事
訴

訟

で
は
準
主

張
責
任

は
主
要
事
実
以
外

の
事
実

に

つ
い
て
問
題
と
な

る

の
み
で
あ
る
が
、
刑
事
訴

訟

で
は
被
告
人
主
張

の
事
実

は
原
則

と
し

て
す

べ
て
準
主

張
責

任

の
対
象

で
あ
る
。

筆
者

は
前
述
し

た
よ
う

に
、
証
拠
提
出
責
任

や
争

点
形
成
責
任

に
反
対

で
あ

る
が
、

そ
の
意
味
内
容
を
被
告
人

の
準
主
張
責
任
と
同

一

の
も

の
と
し

て
捉

え
る
な
ら
ば
、
そ

の
限

り
に
お

い
て
そ
れ
を
肯
定
し

て
も
別

に
問
題

は
な

い
わ
け

で
あ
る
。
被
告
人

の
主
張
は
証
拠

で

も
あ

り
、
ま

た
そ
れ

に
よ

っ
て
検
察
官

が
立
証
す

べ
き
主
題

が
明
確
に
な

る

こ
と
は
、
す
な
わ
ち
争
点

が
形
成
さ
れ
る

こ
と
で
あ
る
か
ら
、

こ
の
よ
う
な
理
解

は
決
し

て
我

田
引
水

の
議

論

で
は
な

い
は
ず

で
あ
る
。
し

か
し
、

こ
の
よ
う

に
解
す

る

こ
と
が
で
き
る
と
す

れ
ば
、
準

主

張
責
任

の
ほ
か

に
被
告
人

に
過
大
な
責
任

を
課
す

る
懸

念
を
生
ず

る

(少
な
く
と
も
そ
う
い
う
印
象
を
与
え
る
)
証
拠
提
出
責
任
や
争
点

形

成
責
任

と

い
う

よ
う

な
概
念

は
不
要

に
帰
す

る

こ
と
に
な

る
。

(
1
)

平
場
博
士
は
訴
因
、
罰
条

に

つ
い
て
主
張
責
任

の
概

念
を
認
め
る
が

(平
場
安

治

『改
訂
刑
事
訴
訟
法
講
義
』

2

九
五
四
、
有
斐
閣
)

一
四
六
頁
)
、

こ
れ
に
対

し
て
依

田
氏

は
、
違
法
性

阻
却
事
由

・
責
任

阻
却
事
由

に

つ
い
て
そ

の
証
拠

が
あ

っ
て
も
被
告
人

の
主
張

が
な

い
か
ぎ

り
認
定

で
き
な

い
と

い

う
懸
念
を
生

じ
か
ね
な

い
か
ら
主
張
責
任
を
認

め
る
の
は
不
当

だ
と
す
る

へ依

田
・前

掲
瓦

0
頁
注

(39
ご
。
準
主

張
責

任
と

い
う
概
念
、
ネ
ー

ミ
ン
グ

は

こ
の
よ
う
な
批
判
を
避
け

る
こ
と
も

で
き
よ
う
。

(
2
)

拙
稿

.
前
掲

㎞
ス
ウ

ェ
ー
デ

ン
法

に
お
け
る
主

張
責
任
論
0
」
八
几
四
i

五
頁
参

照
"

(
3
)

中
野
貞

一
郎

「
変

わ
り
ゆ
く
民
事
裁
判
」
奈
良
法
学
会
雑

誌
四
巻

二
号

(
一
九
九

;

二
五
頁
参
照
。

(
4
)

実
務
に
お
け
る
道

具
と
し

て
の
訴

訟
理
論

の
使

い
や
す

さ
と

い
う

面
を
重
視
し
、
い
た
ず

ら
に
術
語
、
概
念
を
増
や
す

こ
と
を
避
け

る
私
見

の
立
場

と
・

準
主

張
責
任

と

い
う
概
念

の
提

唱
は

}
見

矛
盾
す

る
よ
う
な
印
象
を
与

え
る
か
も
知

れ
な

い
。
し

か
し
真

に
必
要
な
概
念

の
創
出

ま
で
避
け

る
こ
と
は

で



154

き
な

い
し
、
そ
れ
で
は
理
論

の
役
割

の
否
定

に
な

っ
て
し

ま
う
。
準
主

張
責
任

と

い
う
概
念

は
、
前
注

(
1
)
の
批
判

の
よ
う
な
誤
解
を
招
か
な

い
た
め
に

も
・
ま
た
民
事
訴
訟

の
主
張
責

任
論
と

の
統

一
的
理
解
を

は
か
る
た
め
に
も
有

用
な

の
で
あ

る
。
も

っ
と
も
末
広
厳

太
郎

「
小
智
恵

に
と
ら
わ
れ
た
現
代

の
法
律
学
」
同

『嘘

の
効
用
』

二

九
五
四
、

日
本
評
論
社
)

一
六
七
-

八
頁

の
指
摘

と
く

に

「
で
き
る
な
ら

ば
、

い
わ
ゆ
る
学
説

の
数
を
減
ら
す

こ
と
を

ひ
た
す
ら
心
掛
け

て

こ
そ
立
派
な
学
者

で
あ
る
。
」

二

五
七
頁
)
と

い
う
言
葉
は
、
今
日
に
お

い
て
も
法
律
学
者

に
と

っ
て
頂
門

の

一
針

だ
と
信
じ

て
い

る
。
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六

む

す

び

以
上

の
私
見
は
筆
者

の
民
事
、
行
政
訴
訟

に
お
け

る
主
張

・
証

明
責
任
論

の
延
長
線

上

に
あ

り
、
民
事
、
行
政
、
刑
事

の
す

べ
て
の
訴

訟
を
通
じ

て
そ
れ
が
基
本
的

に
は
同

一
の
問
題

で
、
た
だ
現
象
形
態
を
異

に
す

る
だ
け

で
あ

る

こ
と
を

明
ら

か
に
し
、
そ

の
結
果
と
し
て
、

で
き

る
だ
け
実
務
家

に
と

っ
て
理
解
し
や
す

く
、
か

つ
使

い
や
す

い
道
旦
ハと
し
て

の
理
論
を
提
供
す

る

こ
と
を
意
図
し

て

い
る
。

し
ば
し

ば
法
律

(解
釈
)
学

の
任
務

は
裁
判
を

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
す

る

こ
と

に
あ
る
と

い
わ
れ
る
が
、

そ
も

そ
も
法
律

実
務
家

に
十
分

に
理
解

さ
れ
る

こ
と
な
し

に
は
、

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
の
機
能

を
発
揮
す
る
余

地
が
な

い
で
あ
ろ
う

(理
解
し
な
が
ら
故
意

に
無
視
す
る
の
は
論
外
と
し
て
)
。
こ
の

意

味

で
裁
判
を

コ
ン
ト

ロ
ー

ル
で
き

る
理
論

と
裁
判
実
務

に
役
立

つ
理
論

と
は
同
じ
盾

の
両
面
に
過
ぎ
な

い
と
も

い
え
よ
う
。
多

く

の
実

務
家

は
民
事
、
行
政
、
刑
事

の
訴

訟
を
同
時

に
ま
た
は
時

を
異

に
し
て
取

り
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
不
必
要
な
概
念
、

理
論

の
相
違

は
混
乱
を
ひ
き
琶

砂

効
率
的
な
訴
訟
響

を
妨
げ
、
訴
訟
関
係
人
と
ー
に
被
告
人
の
権
利
保
護
に
悪
影
響
を
き
た
す
恥心
れ
が
あ
り
う

(
2

)

る

の
で
あ

る
。

も

っ
と
も
、
筆
者

は
刑
事
訴

訟
法

の
専
攻
者

で
は
な
く
、
刑
訴
理
論

の
全
体
的

、
体

系
的
理
解

に
欠
け

る
と
こ
ろ
が
あ

る
こ
と
は
自
認

せ
ざ
る
を
得
な

い
。
本

稿

の
テ
ー

マ
に
関
す

る
か
ぎ

り
は
な

る
べ
く
網
羅
的

に
文
献
を
読

ん
だ

つ
も

り
で
あ

る
が
、
そ
れ
に
も
思

わ
ぬ
見
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落
し

が
あ

る
か
も
知

れ
な

い
。
筆
者

と
し

て
は
刑
訴

理
論

に
関
す

る
知
見

の
乏
し
さ
を
、

か

つ
て
の
さ
さ
や
か
な
実
務
体
験

(数
年
間
の
刑

事
裁
判
官
と
し
て
の
執
務
と
、
僅

か
な
刑
事
弁
護
事
件

の
取
扱

い
に
す
ぎ
な

い
が
)
で
得

た
も

の
で
お
ぎ
な

い
つ
つ
、
貧
し

い
思
索
を
重
ね

て
み

た
次
第

で
あ

る
。
実
務

に
関

わ

っ
た

の
も
す

で
に
ず

い
ぶ
ん
昔

の
話

で
あ

る
け
れ
ど
も
、
管
見

の
か
ぎ
り

で
は
我

が
国

の
刑
事

司
法

の
状

況
は
当
時

も
現
在
も
ほ
と
ん
ど
変
化
し

て

い
な

い
よ
う

に
思
わ
れ
る
。
し

た
が

っ
て
、
私
見

が
そ
れ

ほ
ど
的
外

れ
と

い
う
程

の
こ
と
は
な

い
と
思
う
。

最
後

に
も
う

一
点
付
言
し

て
お
き
た

い
。
刑
事
訴

訟
事
件

は
そ
れ
に
関
連
す

る
民
事

訴
訟

(国
家
賠
償
そ
の
他
の
損
害
賠
償
事
件
な
ど
)
を

発
生
さ

せ
る
。
ま
た
立
法
論

と
し
て
は
被
害
者

の
権
利
救
済

の
観
点

か
ら
付
帯

私
訴
制
度

の
再
導
入
も

一
つ
の
切
実
な
検
討
課
題

で
あ
ろ

う
。

こ
の
よ
う

な
問
題
を
視
野

に
収

め
る
と
き
、
本
稿

に
お
け
る
筆
者

の
よ
う

な
試

み
も
、
必
ず
し
も
ア
ゥ
ト
サ
イ
ダ
ー

の
放
言
と
し
て

一
蹴

さ
れ
る

べ
き

で
は
あ
る
ま

い
と
考

え
る

の
で
あ
る
。

(
1
)

民
事
訴

訟
法
学

と
刑
事
訴

訟
法
法
学

と
で
証
明
責
任

に
関

す
る
用
語
が
異
な
る

こ
と
、

と
く

に
後
者

で
は
用
語

が
多
様

で
あ

る

こ
と
も
大
き
な
問
題

で

あ

る

(依

田
.前

掲
三
七
頁
参

照
)
。
し
か
し
民
事
訴
訟
法
学

と
刑
事
訴

訟
法
法
学

の
ど
ち
ら
も

お
互

い
に
譲
歩
し
な

い
だ
ろ

う

か
ら
、
統

一
を
望

む

こ
と

は
で
き
ま

い
.
そ

の
意

味

で
も
私
見

の
よ
、つ
に
基
本
的

に
証

明
責
任

と
立
証

の
必
要

の
二

つ
し

か
用
語
と
し

て
用

い
な
け

れ
ば
、
用
語

の
単
純
化

と
合

わ

せ
て
そ

の
統

一
も
達
成

さ
れ
る

こ
と
に
な
る
。

(
2
)

さ
さ
や
か
な
実
務
体
験

か
ら

一
例
を
挙
げ

て
お
き

た

い
。
筆
者

は
修

習
生
時
代

(昭
和
二
七
、
八
年

)
を
倉

め
て
、
刑
事
法
廷

で
弁
護
人

が
検
察
側

が

提
出

し
よ
う

と
す

る
検
察
官
、

司
法
警
察
職
員
作
成

の
供
述
調
書

に
対

し

て
、
成
立
は
認
め
る
が
立
証
趣
旨

は
争

つ
、
と

い
う
よ
う
な
民
事
訴
訟
と
同
様

の
認
否
を
す

る
の
を
し
ば
し
ば
目
撃
し

た
。

こ
の
よ
う
な
場
合

は
裁
判
所

か
ら
、
そ
れ
は
同
意
す
る
趣
旨

で
す
ね
、
と
釈
明
さ
れ
て
肯
定
す
る

の
が
通
例

だ

っ
た
が
、
実

は
同
意

(刑
訴
三
二
六
条

)
と

い
う

こ
と

の
意
味

が
よ
く
分

か
ら
な

か

っ
た
の
だ
と
思
う
。
す

な
わ
ち
、

弁
護

人
は
刑
事
訴
訟
法

に
馴
染

み
が
な

い
た
め
、
公
務

員
作
成

の
文
書

の
成
立

は
否

認
で
き
な

い
が

(民
訴

三
二
三
条
参

照
)
、
そ

の
内

容
は
被
告

人
に
不
利
な

の
で
証
拠
に
し
た

く
な

い

と

い
う
趣
旨

を
L
記

の
よ
う

に
表
現
し

た

の
で
あ

る
ま

い
か
。
だ
と
す

る
と
、
真
意

は
む
し

ろ
同
意
し
な

い
と

い
う

こ
と
で
は
な
か

っ
た
か
と
思
わ
れ
る
・
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(必
ず

し
も
弁
護
人
を
不
勉

強
と
批
判
す

る

こ
と
は

で
き
な

い
。
筆
者

が
修
習
し

た
部

の
裁
判
長

は
名
刑
事
裁
判
官
と
う
た
わ
れ
た
人

だ
が
、
公
然
と
「
私

は
新
刑
訴

が
分

か
ら
な

い
」

と

い
う

の
が

日
癖

で
、

ほ
ん
と
う

に
あ
ま
り
知
ら
な

か

っ
た
よ
う

で
あ
る
。

検
察
官

が
証
拠
調

べ
の
請
求
を
し
た
際

お
よ

ひ

証
拠
調

べ
実
施

後
意

見
を
問
わ
れ
て
、
意
見

は
な

い
と
述

べ
た
と
き

は
、
同
意
し

た
も

の
と
認
め

て
よ

い
と

い
う
最

判
昭
二
六

.
九

.
二
八
刑
集
五
巻

一

〇
号
一
一
一
一一、
一
頁

の
背
景

に
は

こ
の
よ
う

な
実
務

の
実
態
が
あ

っ
た

の
で
あ

る
,

我

が
国

の
刑
事
裁
判

の
現
状

の
最
大

の
特

徴

と
問
題
点
は
調
書

裁
判

に
あ

る
と
指
摘

さ
れ
て

い
る
が

(
石
松
竹
雄

「
裁
判
官

か
ら
み
た
わ

が
国

の
刑
事

裁
判
」
現
代

司
法
を
考
え

る
会

『
わ

が
国

の
刑
事
裁
判
を
考
え
る
』

(
一
九
九

一
)
四
頁
)
、

そ

の
原
因

の

一
つ
は

こ
の
辺

に
も
あ

る

の
で
は
な

い
か
と
筆

者

は
考

え
ざ
る
を
得

な

い
の
で
あ

る
。
な

お
調
書
裁
判

に

つ
い
て
は
、
「
特
集

刑
事
弁
護

と

「
調
書
裁
判
」
」
刑
法
雑
誌
三
二
巻

四
口万

(
一
九
几

二
)
κ

五

一
頁
以
ド
参

照
。

補
論

一
四
八
頁
注
ω

に
関
連
す
る
補
論

(証
明
度
決
定

に
関
す

る
ク
ラ

ミ
の
所
説

)

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

の
法
学
者

ク
ラ

ミ

(
ヘ
ル
シ

ン
キ
大
学

教
授
)
は
現
在
北
欧

の
証

明

(鉱貝
任

)
論

の
分
野

に
お
け

る
最
も
ア
ク
テ
ィ
ヴ
な
研
究
者
と

い

　

っ
て
よ

い
が
、
証

明
度

の
決
定

に

つ
い
て
次

の
公
式
を
提
示
す
る
、

一

♪

三
V

一
+
中

几

は
誤

っ
た
有

罪
判
決

が
も
た
ら
す

害
悪

(損
失
効
用
、
以
下
同
じ
)
、
畠

は
誤

っ
た
無
罪
判
決
が
も
た
ら
す
室
n悪

で
あ
る
.
か
り
に
前
者

を

一
〇
〇
、

後
者
を

二
〇

と
す

る
と
、

ゴ

」

W

P
・。
ω
ω
口
・。
ρ
ω
駅

に
な
る
・

一
ゴ

。
。

し

ば
し
ば
誤

っ
た
有
罪
判
決

の
危

険

の
み
が
語
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
正
し
く
な

い
と
彼

は

い
う
。
誤

っ
た
有

罪
判
決
に

の
み
害
悪
が
付
着

す
る
と
考
え

る
と
、
証

明
度

は
事
実
卜

一
〇
〇
%

に
設
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な

っ
て
し
ま
う
。
す
な

わ
ち
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づ

ド

一
+
k
ド

"
」

1

0

一
u
一
〇
。
試

ゆ
え

に
、
誤

っ
た
無

罪
判
決

に
伴
、つ
憲

も
憲

す

べ
を
・
で
あ

る
.
と
-
に
葵

な
刑
妻

件

で
は
真
犯
人

が
無
罪

に
な
り
・
犯

罪
が
迷
宮
入

り
に
な

っ
て
し
ま
う

こ
と
は
看
過
し
難

い
害
悪

だ
と
す

る
。

彼
は

こ
の
よ
、つ
な
蓑

的

。肱
場
を
踏
ま
、荒
て
、

一
般
論

と
し

て
実

犯
罪

の
硝

度

が
軽

微
犯
罪

の
そ
れ

よ
り
も
高

く
あ

る
べ
き
だ
と
は
必
ず
し
も

い

手

、
ま

た
軽
微
犯
罪

の
誤
判

に

つ
い
て
も
有
罪
判
決
と
無

罪
判
決
と

で
は
異
な
る
憲

を
も

た
ら
し

う

る
か
ら
証

明
度
生

律

に
考
え
る

べ
き

で
は

な

い
と
す

る
.
例

、え
ば
、
蒼

な
政
蒙

芳

引
き
で
起
訴

さ
れ

た
場
合

、
誤

っ
た
無
罪
判
決

は
大

し
た
害
悪
を
も

た
ら
さ
な

い
が
誤

っ
た
有

罪
判
決

は
彼

に
と
}
っ
て
破
滅
的

な
害
悪
を
も

た
ら
す

か
も
知

れ
な

い
、
と
述

べ
て

い
る
。
量

ω
↓
§

農

剛言

冨
。
a
Φ
量

。
剛亀

働
箒

§

.
」

.幣

いの
ρ

な
お
、

茨

の
無

実

の
者

を
罰
す

る
よ
り
も

6

人
の
真
犯
人
を
逃

が
し

た
ほ

う

が
よ

い
と

い
う
法
諺
は
、
彼

の
公
式

に
し
た
が
う
と
域

が

δ

%

に
な
る

の
で
、
証

明
度

は
九

〇

・
九
%

に
設
定
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち

聞
溜
沸
〉

一
柱

回

犀
斗

け
ρ
り
。㊤
口
⑩p
り
訳

一
〇
〇

㎞(
一鎚
ヨ

抽

簿
,P

oo
6

0
1
一
.

*

こ
の
公
式
お
よ
び
2

フ
、、、
の
所

説
に

つ
い
て
は
、
拙
稿

「
ス
ウ

ェ
」

ア
ン
法

に
お
け

る
証
明
責
任
論
L
禦

川
大
学

法
学

研
究
所
研
究
年
報

三

号

二

九
九

ご

八
七
頁

以
ド
、
拙
訳
、

ハ
ン
ス

ラ

人

ニ

ラ

ラ
ー
、

了

ア

ニ
フ
ヒ
カ

イ
ネ

ン
お
よ

び
ヨ

ハ
ン
オ

ソ
ル
ヴ

ェ
ッ
上

フ

「北
欧

に
お
け

る

証
明
論

.
証

明
責
任
論

の
新
し

い
動
向
」
同
号
.↓、五
頁
以
下
参
照
。
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付
記

本
稿
は
、
平
成
四
年
度

の
禦

川
李

国
内
研
費

(瓦
州
大
学
慾

ア
部
お
よ
び
福
岡
大
学
蔭

部
に
お
け
る
〉

と
し
て
の
研
究
成
果

の

蔀

で
あ
る
・

(
一
九

九

、
一
∵

三

・

一
五

脱

稿

)


